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J見牧林経常に隠する基礎的研究 6~忍

総括論議

井上楊 *神 14f

Y�chir� IN()uE and TSL!IlCO KAMlNAGA : Studies on 

Manag巳men1: 01" .Forest Grazing (Repmt 6) 

General d﨎CU.ss.�n including the Report 1 to 5 

築 設:従来のili'，牧がく lJ: ti 二読まf林の i、 fι手!j郊の鉱閉にとどまっていたがp 後i!f.I :tJtI新UI{交の幼齢*1:

を対象とするものが多くなったので，本研究は森林の涜新決と議滋とを主主み合わせて f3 試i)ft!地司会 t?-;tJî:?

し"名試弘之総において }iXt[:::c ~rt~.r~と放枚季節の 2 芸~::羽をとりあげ，林水のj成長，組d:~)Ht~害容家主答の58

fうなどに対1 る ;λJむ町について知ろうとした。

5 試験J1lJの試験結 J'K:については， $ J MV然 5 $f.nこょっナ報告、議みであるが，ノ以牧主主J主についての内

主主のIV:;-:t知立行なわなかったのでに科i也、'Eは古}f して倹討しp 古'Û料絞:;拐の供給気とよ必塁~]設との関係与を

放牧強度指数によってあらわし， 1:キ試験の:)~際の放牧EIcD'['f'l!t安j巴拐、いまずこぞ子試殺の放牧;強i主が

いに比絞できるようにした。との罰~~~1~J h北![ý話H支 lζ対する林ァt:::や村I仕や笈の反応lま顕著 lどあらわ

れ~ rfc肢放牧はいずれにも議fちを?を与えたが，ほうが史新では格好干(tl王位樹殺を対象としては放牧強

J立による被殺の調節 l立木可能であった。放牧季節iζ対する，f:;j.川:や桜'f ，~t の反応ti: ~イÍ'~秋の1':季放牧が

もっとも :n~影響干与をおよ;ますが， !jj.1ζ季節だけむj緩しでは354えられず，せUl芝と PFJいらm係があった。

I 研究開的

61'~9g 

本研究の目的について仁しすでに第 1 絞 (1962) において活べたとおりである。いまこ 1l 会主芸品らしてみ

れば，混牧林においてはネ本木と法 ~fの 2 つの素材そrnいて，木村および畜産物を ~Xfき〕ょうというもので

あるが，これらHltÎ'#j'の収穫誌をli必ずるものとしては，つぎのような要悶が考えられるつ言なわら，林業

側からは対象絵j械と林約，縦イ、同二号;(，おr[ トJ儀式。 i];í';j交校子J ち， H !+: 1j~Î'~t，林tt!lの地形などが主要なものと

なり，一方ti1f絞側からは放牧お種と月給，放牧強度.，放:校卒t~J' ， J1z牧}i九放牧bí!í設などがあげられるつ

ととろで，オがlT1 における出牧1本経'[~ヲの慣行 l土 ì1，いが，従来のJY;t\~ は*HfrJt;~内の下車利mO) 域会 i見せ

ず， したがって研究i廷においても単なる林憾の枚義カの吟味や，放牧家主志の行窓!μJ戸J~10t &ごと Y まってい

る。しかし， i1主 )11 ~とおける混牧林fPf.J~えは〉 と庁よびついた形1~ 1J: とるようになり， したが?でýJJ

鈴林の激牧Tり ;jj技術の究明が必主Eになってきたが， J深夜までとのぶうな分野の研究はほとんどなされてい

ない状態である n

したがてI て木研究においては， !ìij訟のような収楼主S~~iiおする諮張関についての昨晩、与を1-.] なおうとした

ものであるが，務タ.~ :.!~I における研究足立jjiLを務理してみればp これら;抗姿到のうち止く lと重姿なものとし

て，放牧強jなおよび放牧季i1íiの 2 主主 fl;jをあげる ζ とができた G そ ζ でF 木研究においてもこれら 211主的 I(

焦点、を合わせ， Î1X~枚三支 i訟の行動を'隣Hí'し，林二本の成長，絡会刀D推移9 夜JIÌI40の攻1:}.1ごついての磁的な資
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料を集めようとしたものである。なお， ，放牧家三?の行動記録および休牧i交の材、木鼠査には，東北支滋経営

第 3 研究室および経営官官営農林牧野研究室の各位が協力した。

区 研究設計と実行経過

1. 研究の総立

本研究の組会:索材としては，来kf本の更新ìL;~~ 主主衝のJ手先t 放牧庄の滋皮，放牧季節の 4 務演をとりあげ

fニ。すなわち，森林の更新法について と!ぷ粂極j の lまうが受菊?の 2務類としぷiをとしては

肉用正i= と絢訟の 2 穏恕i とした。放牧Fについては軽度Jf，:放と笈皮ノfJ'x:牧の 2 様子~i ， 放牧季節 lくっついては1下'-'.，

秋のさ校卒放牧じヂ長， J三p 秋のみの季節放牧の 2 種類とした。

設定したJíX牧試験地は， ト一言[:~の更新法と:密種を組み合わぜて 4 l\ì!郊としたが9 広葉樹ほうが更新と内JH

!l二との組み合わせについてはg ノド;川北部地平1Jおよび北海滋 r'11 部地r:告に 1 か渉?ずつ設けたので，試験の科IJ&1

l立ド記のように 5?素類となった。

A. 針葉樹人工p独裁(カラマツ)一一一内m牛

B. ß+葉樹人工削除(カラマツ〉一~~語学

C。広葉樹lまうが更新(ミズナラ〉 肉!羽牛

D. Iムj'j(格j ほうが克荻〔ヤチ夕刻一一肉用'*'

E. 広葉樹 lまう ir~~[~新〈コナラ) 縦訟

ついで，放牧圧と;放牧2季節の 2 ~~装闘については，これらのA~E各試験j釦ごとりいれて，林;1;:: 0)成長，

:ft童生の I1t移，を1m物の耳Kf4}などとの関連について?l~却を続けたυ なおp 放牧iEについては z迄皮牧!X ê::ill r皇:

牧民の 2 牧民としたが，実際の放牧肢については研究結果の演で浴べることにする。放牧季節については

各獄後地の位遂により 1\干の設が品うるが，基本的 1J，:組合せは、つぎのようであるの

A-] 裕度牧!X ---)/'f"~秋の金手放牧

-2 11 一一容季放牧 c翠〈ャi秋休tf{)

…3 1/ 一一一妥当手放牧

-4 H 一一秋季放!ji5Z (務"'，_'l_l休牧〉

B 1 }J1皮牧民"ーイトd秋の会事決牧

-2 If 

-3 lf 日系放4:k

-4 〆/ 一ーが;学校牧

以l:.をまとめてみると 9 各試験地の組立てはつぎのようになる。なお，広葉樹〈コナラ〉ほうが更新と

布!íi:;手の組合せによる試験については会2Y'放牧ーはなく) 5 月下旬"~1O月下旬までの約 155 日 f関与を 4 分剣し

て， A~D じまの 4 季の字 iT6H文ttとした。また ， JL葉樹(ヤチダモ〉ほうが更新と内m4'.の組合せによるまえ

は ， ß支度の季節放牧が欠けている。
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試験地の概況り

'" 

会「試験 j也のく 1 ) 

試験池は 1、況のようにiR北地方;よけじこ以 0) ïすf;riM(ま tmL;lル 11;' :，ぷは北海道釘11住民 i[ j_I山おとなってし、

これはガ街 :ì_)[;}Xt;1ノ牧my関係(})ルLiL験地し引Ji(O刊!j';こ土l~.H;':J t:: れたためであるノかp わがn、!のヌのう〉ィ'í-'J' j3~iYlì， るが市

からみれば，ご、らの試験地のはあまり!ちっていは"、ょっでよう

1 試験li)~

J l: ií~滋 )II..LH["わi~'~l lI r泊~2 試:決J.iJ

?iS :J 式検出

J[jみi百江別、j早fìl%fi1 4 ;;'l\J~;Æ Jlt~ 

;) }:i\態j， jjlJ

1 試験JtlJ，はぞ;-'1' rﾍi (様肖 2， 041 rn ) の北

3 ぷ 1，0.~jt日村ぞれが;í~ 2 試験 !J.l は ~JIINX ilT (/)東北方不J 20 krn の!判手 ['.1 己悦 ilT慌の:lL)i r，分 5km にあり?

鋭、 ilI CFlic:tlふ

i-r-_J !)_~;二ふる p 九 Hi\tl~g九J人ぷ絞主tt~ir] (ご設定!ノ~おら試験地l之京 j仁科出[Ij駅1-飢え野

ーザ ":rL ，~-: -.-~， 
μ えノヒ 7工〈j治Jll (TJ;~ 

Jtt~況と日叫(2) 

コ 1 ',jJt:lt* JUl (カヲ γ ツ .~n.l~-E ;fnTiR/t: ， ;{~;.]三以下)

松、 I{/j'約 ti05'~540rn (/) J也fijeで~.般に、YJfl 〆主主似合、!J)fd&Ai-:υ) rt[1， J汚名なし， 111;主T (-,J ;Xj' a 火 dl え)こ応

ずる。試験開始約 10 イr: nijl土アカマツ大夕日生体であったがえ :"JI1'i iと天然 F 限立i お.::;:t: F\Jコたがイ、成功

lと終わっ1::跡J1D，長， Jlli ごしらえして 1960 年にカラ?ツ与がね殺し，'\J~;itl官会;ミ;，j~ したものでおる。1rI'UI日立ク

く? と裂か1非科T主となっているが‘その他にもイネ五千}\'Ij~Jl ヰノび)\ぷ[立が上Giii;x:マイザ γ'?-O)

的 íft; く， λ九食の+u1I(:l::. (土クマイザサ イネ科内約~t--~.，~ 不然続三~i' 怒、てc +;I'i/浅されているひ

丸'} 2 'i エ115実Jtl~ (カラマツー繍ヰ" ~).じ iúJi認可

12、河 7()'..SOrn の[，:1\まj:ili+;-1 で，一般に 10 )主:内外の綬傾斜hljj)lJ士、~ JlltYEt ば iTS 4 ぷl洪積 !ii)-C ， iiií附J~.!f;-~_r 

トサトヌブザの:K;JI放出物会 FJ材とす一る。可毛 1 ，..10 C111 のダケカンパやミズナラその仰の!?;禁おj

が， 1 ha あたりがJ 5， 500 みられる才"fl; 21).: 休ごあつにが， 1957 {I にこれら手持伐してカラマツ :{i:， 1 h乱
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あたり 2 ， 500 し;，ji\)t食Mを;改定した。ミヤコザサ，ヤマカモジグサ，スウ "_'J~Í-1~双子さ対;rqr元日

など となっているが， とくに緑1j!C 1:11 とミヤコザサが優勢である。

:ii雪 3 試験地ぐミズナヲ一日本XS~ J'íJ:fm 午， ド)

総お 750~800m のえ.t~被で，会l)'\tò::----様;こ i守;j lEj 0) 15" 20 &の傾斜↓:li!となっている c ;1) ~i 紀新火山系 ICJ!jZ

し，際空白j支堅，やや II羽生のうに ILII来 k じ J うであるハ林約 40 余年I[ のミスナラをととする iU始H:で， )!:本‘

本数は 1 ha 2 ， 000 ;j立であったが， 1956 年に皆/えして(ごうが史作業をとり，バ殺」自を裂~71ーした内 ~0;fぷ 11

ヤマカモヅグサを主とするイネ科 jfjl~札スがお:，雑草績が俊 IIi し"行分((J!とク 7 イザサが分布するぐ1

9~4 試験地(ヤチダモ一日本鋭角滞L[:: ， 北海浅 rt\ 部〉

t";rW� 60m の平:JO， t也で， i也11[ ti f{\ -1 j潟 ]JtW;J'内 L じよ丹市ば火郎分がおcw 烈で， nデ1.::L '~'-J: f咜?i <'ì rJ~の ij01い

きわめて riI?いっ 1920 年ころの風寄j跡地!こうした広法制 2Óく p休で，ヤチグそめシナノキな

どが俊与きであり， u'I筏 15cm 以下のIH釜本が 8:-3 96 を占める。 1956 :';rìこ渋伐し，ほうがiE 'Oí:fr 業本とりええ

完売地を i受注したれクマイザガ， スゲヂ1\1，純一本Xifなと、カ(午要収J}'j 1::た 4 どい心カ" シダ奴や低木績もネW"j[C

11;い件;r(tでl1t(.t している。

f:f~ 5 試験地(コナラー繍ヰ t f~ií 8~J 日rF)

1烹 ii]j 3800~480m，平均傾斜度 20。肉外の波状J[!:，の t{Ìl i惨を :8 している。コナラが:会vλ<A>:1次の 84% を iI1

めているが，直後 2~ ， 3 cmWえのものが多し" 1953 51'にとの!料也の約半分に対レて皆没ほうが更新作業そ

とり，残り 'j!. 分はそのまま L ， ~t.主主えはこの l者{\(，i'Úlと 体じiえはヰク料を L

、
v c サイトウ il-\? ぞの {\llのイネ字Ilþ 1";1， ま

3. 実行経過

1952 年から汲牧，jÿFJÆょ業についての予備試殺の目的をもって，

ある ο

コナラ体 lこ対する縞~(: )ム牧 (iîJ 5 I山~:i!)号

m~始した。そしーてノ仏政験の段終年の 1956 今:， 1こ，村、J)< i'r;技術会議によって泌牧林 lこ関二f るヰり

められ， ミズナラほうが林に対するIl _,f; �)jfiJ (第 3 試験)と，ヤチ夕、引まうが休 lこ ;<Jする仁i 本

短1']1'立~LI:Q) 放~IY: (Zf) 4 試験)を開始し， これより 1 ;rおくれて 1957 年にカラマツ:lJítiw>l* Iとえすする締i苧紋

牧(封~ 2 を， I司じ〈特別研究によって開始した。ついで 1962 ;1'.から路市研究によって，カラマツ

1)ソザi村ーに対する黒色1':JH\I:j四ω放牧 (~S 1 試験)を始めた。!弐 i三をまとめてみればつぎのようである。

1952へ'1956 1;1' ヌ:~ 5 試験実行(林試研沼会(~ 17:i 'iJ・， 1965年総合〉

1956'" 1960{f ~^; 3 試験実行 ('M'試研械なう 139 ~'} ~ 1962~{-f.-;?:引??〉

1956 ヘ 1960 '1-0: /;11 4 ~tct~ß!実 ií (林氏研報部 1必\5-， 1963年同引っ

1957'-'1961{!� 係 2 試激突 c材、試:訂版第 172 号， 1965 午線，~l~. ) 

1962,< 1965{F !;゚ 1 ~_i\験実行( ;ねえüJf'役立'} 212 弘 1968{1: 版作〉

m 研究結果と

L 放牧強j支の半1)混と会放牧試験の比較

l) 放牧強度指数 (gr乱zing �lensity index) 

γど 係JJ\t放牧 (Hght grazing) および Îwm:!iÍ(牧 (h同... .iy graz匤g) ~あるいは rt:1腐皮

放牧 (moder註tftgrazing〉などと戸♂封切乙;土特lx、j(灼 l乙[トFばれるこ lとが多いσ そして， これらのお r}l!.l交を判

íìêずる嬰肉としては，拙物( 1i'(J甘 J， ~:J!t!::t~のコン子、 fノョンとトレン I'~ )および動物(波市の治下すと取得 rtD が



, 65 -;n 6 報〈芥 L • +i111~と〉i1fA幻よ経常 l斗到するがj'jUfTl{;

されるのであぶが，チ0?--J 門間む右'IIELo) コンデション;;íc: JミWW\IV わた，、;. これらあり p

イ!(11)[, とからの印紙でも~J\ct'!t t.v' L , Lノ、も ~'i:It(~持?の1&{'，}が I[IJれj なさる j らとを仁、とし多 この

れる Jijl)i普段二へ1佼ほど

この J、弓 f二 /\:r 片!J の段以r~:;、会的ごっ~'¥ ~C ルャずるのである均九しナこ i.rZ って， ま

の子治 l土，わが IY，jで(ヰ:主 1:'-;月L>:r， /5 i していない状況におり p ういうでちる日外f況で 'Xqj され℃し、 J，) :q:.{]んも，

おいて;士号健二~:6t;冷ない i、のもとJJなくなむ\コしたカコてふ門ipわが!nのlrJ白紙l::tO):f道祈'けから j札口で

(�nvac1er) (i)jij] 会，ヰロむとしてÜT ましくない続物 (undesirab1c piants) や~ ':j(予三i i:: 0) 没、

と移:とよ〉で判"じナぷ」と:之しアニス三平:W!ぞ"行、 î'd る市i'[物(i ndícator plantめ芯どの動

こにおl トるシやおJ f!;t: (介主心 iとょっでに備にノ哀詩~dWjについては匂なはあるえ九

あり， 1[111むの}jý牧t下手.)(}象と L ていたいので， このト ι先手打!l~tからさr市の1対応をすることは知多いυ

!み
、♂、してみれば，ポザ制/、、らの iMU京己t(/) [:JåIm つ仁I j均体 ιR 添市!バ〈牧;お、らのl断、説会制度, "、!

、~，

<J1:l:でば fよいので，小:iJf'0'r:では ζ れ，;) .;.~. ?tU J!J としてみ 7ニハ

と乙ろで， ih子皮止か， TE 及、とかp あるいは小 lj普段である止いっととは p 慾ば r" fJ-lM}-ID' trE /Jω川約主;

，1.. ζ\ 手，0) ノ♂ランスから判されるもω 乙: f'\~:~あが必聖書とする飼料消 ~?J 設 j

これとュ山口j守背丈i}ノトで iiと}'jがノ1のこきには i''-¥F r~~ }J({ !.r父 1 ，そして IぬJ与がノイ弓、/と fより，1."..) ト
/"-‘リ

スがとれていおときには ii!! 1M J~')jυりである F とし、う ζ とになる 3

っさに， r供給 I-'ij 11じなふ物選 i I こ v 川、ナ(ふ IJk iJkT:j右 I-~f;;UU {ιι川村物O)JI.x;Jt~ ~M.i:E '~f 利!lFやの 3

lI�.l については) 1 C()W day うたりめプi r:jご千iが fべ裂とするtjlζ よってiME され，

ごì'jY空緩 cow day の 1í1，j (iづこ，1:って~'.J::'}t 、されるわ L 士;ヂ， .じっ E?のよう flよィ i三..，て必嬰と UIJ!~

ら {L 丈 Ííiトシ j?'(1-ý~;jjz ，t0~Jiij// 長;徐のパランス，1 ネ;ゐられるりそして本研究において: (む」のによぺて

，j:ぷごと;こする、(graz! ng inl 日nsíty índεx) 1::;づけたが，以ド 1守 l椛して G. 1. L 

(}jk牧 iす !ll3 itiHt /.削料純物状認ηXì!向，E手I!!!jネ)i(l cow day :})!ごり子!I品、I帆十詰 X CQW day) 

ぺ)~(ある j泡 d人手1J)f]〆f、らお上び%、恐互いj とな{) 1 cow day こ」で問題となゐジ)(ふ供給量をのフ~I: ~Al U) 

~ '_っし 1 -c t， 土 ut i1ization おじale mとthod (VALENTINE , の詩'j'{1l設の 2λ\í.T'ib そこで，

いて吟味した乱ii 県 lこ lょっ l \て，内 jf]1 1 この))，'j; "ì (J 65おとしたむはお，約i1938, 1946) そ !H いて，

~f.については資料が不込であるが，一此;これそ :100<::: として '19~/~:ii~ してみた。つぎに，淡 "(.1 の 1 cow'day の

1 '<k:[むの体 i-H:の H1596立に「し、ては，諸タ|、 [í~] における'):.験および本 ;txthiおのれい祭などによ

400 kg Vqy{， D1 J;.\U好午であえ;のふ H 伐~Yt:、の i三法ご: [〆;々が， 試験に{jt L-, /~う

501日ごとい/::... 0 事îí'Ì':の J:，Wj(( にはぷ守市 í~ーのうえから内 !H/I ーの1/7 I)í伎とし月'(<{(Jft ィ':- 7 !伐とした n

120 と -n:.i;f， )i文;ないまかりに，bt牧 !û!i主HN'::f- 2.0 ha1 Ú羽

めl~~ .J f1数 (G. L L) はつダのような'Ú~î (~~なる υ

(6,000 kgx 2, 0/0, 6:3) � Cf50 kg x 120)ω1 ぜ 3

そ L てタ このような d トl%，I占によってつま0) <"_'J_、う

G, L L が L :2 .éひとき'… ι み 'líCIS: }i~牧、

t
J

Pi 
/
L
 

1. 2' 、 0.8のときいー'‘・;I i 1， 1;'1立 ti5: 'ìど(~i-\ .. 

‘ー‘ミ)/{~:{0.8 Fi 干のとき‘ a

各試験についての判定と比較

空P公〉

。》、
ω ， 
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飼料 fAi民主主
(kg!ha) 

Cow (sheep)* 
d品y

d
r
g
品
一

d
T
4ゑ

r
i
τ
十
ゐ
一

γ，
A
Y
ι
i

G. L L 

第 1 試験 fカラマツ ~_E言、毛利穆牛〉においては，飼料ィ4主J~!Uf士と CO\V day \立中主j支牧区とm:芝牧ばとの

[l\]:とノにきな授はみられなか「 7Lこが，放牧地ílil fJiが約 l 対 2 の関係であったため， G. I. 1町は終j交牧区が

0.87 でIU変牧 r~~が 0.53 となった。したがって本試験においては，級度牧!x: :立中日f 皮放牧，日芝放<\">(がな

されたととになる。なお，とのような放牧~~1I交の判定に対する梢会と zぷl'ûの (IijHii からの'íSf.1 けについて

は?つぎの 2 および 3 の各試験の i)析すについての記}ZßCD際にふれることにする。

$2 試験(カラマツー締竿〕においても， jjý:牧地問符llとさー があり， itl!はほぼ!司訟であったが， G, 1. L 

についてみれば軽度牧区が L 18 O. 70 となり，経皮if"z[Z. は '1時j支 lと jlilj � r:�:.! .r:討皮 jjiz牧がなされ，

TIU主:牧 1'><. はやや長!支のノ技牧がなされたことになる。

tf53 試験(ミズナラー白木"，1i'1 fi~ 牛)においては， !JI牧J !Jl Fii市と Ú:ij料航物状認および cow day のいず

れも，経!広牧!ベ J立j設反枚以 0) 2へ~'3 (-;(~を示したが， G. 1. 1. 11終度牧じ互の1. 12 :C;げしてほ皮牧民は 0.29 と

なった。したがって，終j立牧阪では中íiW/S，[放牧がなされ 7 沼 j支枚以では沼司u交の !/zt文がなされたことになる。

ff~ '*試験「ヤチダモ一日/Î<)1{IjfJ 主主午 1 においては， ;1\J I交牧[?üi程度校区よりも欣牧地主杭でが080% ，

cow day で約 25形の i行となっており， ほほ'[\"，] æ:であったへ G. I. L にeづいてみ IIば務 j支牧

ぽが1. 39。泣I主牧区が 0.97 となり，何度牧ばでは限度校牧:がなされ， YFf交牧i主で;土 1(1)斎 !Q!戊:院がなされ

たことになる。

i'゚ 5 試験(コナラー縮X:) においては、限度校区は iì'()支牧況に JLt~Z IJ'て r~í演でがJ 50タ61弘飼料楠物f設

で約 3096 Ji&となっており， sheep day はほぼ同じであった" G‘1.1. 1主将度牧民が L 66 で終反~Jiki& ， ij� 

1芝牧区ば 0.88 で中j議度以~文であった。

以 1. 本試験においては，格!史:牧ほとす;J支牧 IX という名称で 2 極~;TIの政牧強度で実行したものであるが，

ζ のJiý牧'JrtlJ5tォ. G. I. I. によって、同定してみれば，牧[ズマろとは必ずしも j立せず3'Q なった放牧lJ金皮をノJ' し

た伊!も多くみられ， !こはコさぎのよ今な従tßtでキ;土1.:tr:、されたととになる。なお( )内はじ/，t;I!1没:れでの牧

区 1; を7Jミしているの

llH 試験 中目普段J&q文作手l!tlK) と!程度欣牧(定皮1'><.)

1tí 2 試験 rjl!高度放牧(軽度医)と翠j支放牧(奈良'区〉

気í3 試験 中精度:放牧 (11妥l支区j と設:交放牧(震度区〉

第 4 試験篠皮)J文't'< (裕度:区)とr! 1 Jj者;交文牧

第 5 試験 申告f:XJjý牧(怒皮[.>()と中j割引火牧

したがって争第 1 と 1132 と第 3 試験が中I者 m:J:l支度で絞;与され、第 4 と第 5 試験がi!\j~反対 \1 はfl交で維持

されたっまた花、裕一日[J ，;こ G. 1. I.によってl経rJ'放牧~京度放校のíI院に波べればつぎのようになるつ
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3 宅 r![*tù~[メ~ (ミヌ:づラ J

4 d\!f，主 l三[tE区

~:_~ j 試験加支iX (カラマツ)

I1 1 時 r:t Jlz 枚

Jj父1う:111 

手両手江) J詰イT

ょ

:11 !)::波紋

J/{ n~ 

モをj点牧試験の給采の妥約2. 

針葉樹の新橋更新と放牧の関係1) 

カラマツ体 lこ士、J ずる ;~nr:-，杓iÆ!l1:ド(;)放牧 CF 1 ，試験)(1) 

ぶ試験においては，放牧役dlC に;極度)iÝ:牧と rltI支放牧の r} 皮|足ノ1 投入として:l: iï したがた!採の波紋付:

皮はil孫!日~y{!>.とは III! 岩波はな (G. 1. L 0.87) , ， Ei;'!t牧民は支 i氏牧{)‘ 53) がなされている c

A ‘ jえや己主 ørl.とメ、jずるの火jぶ(料、以 No. 212, p. LS"~40) 

カラマツのう 1f t.こa) 

}、幹の 0'1J交の仕え:枚:JH乙仁ってうけたカラマツのひずめや料、幼児よる下、幹の:jií:iIL {�!lj t~ (i) {Jdル

3 五[削が)，1:ィヰ山なもので， ピ-れらが白してあるいは tP_l!JlV芳子ーした c お\__ L;: の，f'!lV についてはっ~~~のよう

に 3 段r~~i'hてほうケし，と -i'-'l~;g安守tiifJ: として認めたく

j;Çj~"i!j(------ --2~ 3 ノq.~土立以['，の tii~; の fJí~告し 会ûliJ伎の 50?6 J弐 i の jJí' 長i，如、上j な j之さでの *illえにより íilijJ の

低ドしたもの〈

'j -'l \-h:"-2 主Y:/L:()) t.幹が折られてし、るかとミしげ代わる!iJ.I]f主が 11II長〉全~\IJ伎の 2fj'~50片山〕折JlJ.， 5jllJJ叉

は小さな [1]形またはにとど去っているもの〈

泣(i.与一- ~~~j:i:引[:の紛糾の経改な事lm. 金制j伐の 259ヮ以ドの折 i:t1，樹皮 lご二の財ζんが認められる

むのυ

、約百リじっ γIV:JI: iJG
、
i

ノ
、
Jl
 

;¥ "1日[ノキ(一、ド三 l 附{り 70..110 cm)ωiおお、おがとくに" ，いま 3 勾A

川、を1. 0 とすれば I!I脱皮放牧においては 4 二以降 ~Ö) 4‘ 0, 1.5, O. '7と抗惨いよ立皮放牧では 4. 6, 1. 9, 

1. 2 と祁ム移している。つぎに放牧除夜とのとは，主放牧が各 Jヰぶ:とも傷ムこキ(が心i く， (判長皮放牧;の

投与え波茂;(/) L 、かん ;ζか泊、わらず?

1. 0 ;ご対して波放牧iJ 1. 6' 仏 O とな勺ている c そして料、怖がÌ.lli心につれて中路変放牧では ji!i'{fX 涼は低

は;\ ff.if:.l* 7).; 2'~' [~.したが，立!定放牧で;まりれまい伏であったむ佼 L544についてみ fL (ふ

5 以降は 1.29ぎであったが，京以:HY:!fλでは 4 ~~f~t;":+ù~ 6'-'~9%) 5 Lf.生以降は 1"~;\郊で、おった。

4 +1' 1;';.1の放牧による主主主占状ò2，c) 

4?b! 
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3~6γ!LM、のカラマツ幼鈴林lζノ対して， 4 今日11 にわた 3 した給*~ ノト本木のうけた佼

主状況は Î{i::'&:牛の 11、立、上tt~ となった封.g:1-ti:i.ζ おいては，放牧強[交とは関係なく波:.g.本 30% 以[ふとし、う必;十と

勾っ允 u しかし，このような激在地の lirí僚は欣牧地 ri1it九の 5?b ( 中!名度) ^," 12労(.!;害虫にすぎなかったロ

この休息J1!lをぬい戸こ域社;。においては，放牧強度との関係が強くあらがれ， :1 1 1;有皮放牧では 696 弱の被告炉

本であったが，豆;皮仕立牧では 15% ると示し 7120 したがって，放牧j~1.全域についてみれば， G. 1. 1. 0.87 の

rj 1 1，til主J/z牧では 77{' の被安本にとどま円たけれども， ι 1. 1. O. 53 (;)反皮放牧ではがjl8汚となり， cþJ議

j立の 2 {;}訟のもltlir ふるのブごLしをみた。

d) fHi'AíJ戊13.:

政枚目，jk.'; イ 1三の 6 H のfM::!Jを 100 とレ乙終 f今の 10 )Jの rMr'，!j 1ごつし、てみれば， 禁牧

とが必(i jiい'}，仁þj;話/l[季節と震度の全 12 および手 iì1'i放牧が 3[iO" ，<i60 で dうった。なお。 rjJ)MI笠蕊と )iLJi文牧;

および蕊皮 JF放~-5cがイ氏いがJ川]をぶしたが， この政問についてKiZ úすした総栄，立地条例♂(不良一 f じよう

と )El~i~~J) によることが多く，生物条件〈放'V:z"ド)がぞi r r:沼与しているものと考察された。放牧終了後の 6

年金械についてみれば) J~tr:えの 195cm に対し， Wiß企 J支の念季放牧が 163" ， 183 cm，季節放:tkが 153.，， 159

cm で若二刊忌い樹であったが，その足、関については前記のとおりでおる。

巴〉 放牧終了後 7 年自の1;1:分の状況

( � )被:ú!{ の:[K1lr'.

:''',6 {:ô/tj~，を対象として試験放iえをつづ zナたが，出c牧終了後 7 :jド自にあたる B 年生林についてj1}iiDI.fE

を11 なった c したがって，〉1t孫自 i立体試別総 No‘ 212 ，とは報告されていなし、1) üiJにも述べだように，被害

本が!七 r[l (i'J \ζ先'=tするのは)j)i:牧L!:の休忠、地となった地借であるので， :t皮~~与水 ())R!~;1:Q主 l土木地告を r:fJ!L.、;こ L-と

りなった。結果;によれば，放牧終了とともに体木は初当に lúl1反い被d占;十三の rUiLt'1:もノに 111~Â i'ζ新i少している〆3

'TIなわち，被安地 iltj積は中!お皮放牧で 167 m2, m皮放牧で 4301がとなっており，この r[J日:は放牧地I耐え

の 0.5'" 1. 3:討にすぎなかった。前五'cのように放:枚、 t l [土 5'J1216 そ占めていたので， 6 年|尚の体牧による [U

fkが国 t!.、っている。

カラマツの~)~古î~，についてみればp りj らかに被 1主:木と l!J:ょt されるものが 18 ，"31 本?え存しているが，むし

く 28'~93 ふ;となっており， したがって被jム:木と枯夕日本の fTγ!Iが会Ii主総本数の 196 内外とな

り，きわめてほし、被害i判ことどまっている。

(i�) カラマツの成長状況

放牧終了{f. (6 i]'ιトトj において!]1H己のとおり， ふjぬが 153， .183 cm, 'lH\Uk牧7，，)，\ 159" 

163cm で路i 皆なj人がなく，とれに対しで然牧[バが 195 cm で才'， 1 ム r'.'Jかった。ところで 13 年生について制

定 l.Jlすjj主誌によれば， f会牧区の苧均対 r% 5, 92m に対して} q~1脱皮Jiz牧(16‘ 37n1~ 江triì'放牧は 5 ， 67m であ

門/こ。 したがって， rlJ l.ìtJ交政牧と;盈度放!i)zの r汗が 70 cm となり，またけ 11高度成物、は祭牧民よりも後枕であ

ぷゲ
つ J 】。

っき:- ~ζ ， 

7.0m 

γζ J/れ f;f， もっとも多い杭J ，.， :jlけは I\rlんJZ;放牧とff牧

5、 0'''6.0m となっている。そして Fig.l のように手段J放牧では 5， ()., 

しているが， 1[1)副主紋牧では 6.0.8‘ ()m の tMI:~ji~告に約-13勾がう)-

レている。まだ禁(ty:区においては 5 ， ()..7. Om fこ 57% が分布している。とのように， l[lH!'f B芝Ë{牧の林i也

が若干後f立な成長をゑ iJ9 ついで禁牧民~~ ~~J~.l立放牧という煩{なであった ο なお， ~Ull j-iJ1:ìü[I訟については~ r.t1 
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丸山主J血;ご 120 相1物 1)対行りしと

iL 自し !/( 'Frが 6.9 

(111 ， J土牧民が 6.5(111 となっており， 7 �fl1 

d/(UF'r~ N'o. 212, p. 40，'~.?50) 

内外の lti:1_誌を/三レごいる U

13. H'(佼iJt~i!l: (とえJ ~ . 
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スゲ);[1， ',) 

シ々、十Í!， ;;': :)){えの:よ本 イえよりj ，

ら毛不内な~� , 乙
》ヲ、
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F
j
1
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J
V
γ
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1
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ノレーア(こう人 々が(:，の 8J、サ
J 也

と j次牧終了殺の fJノレ -牧1)]"q

のや1I メゴ始以. ，こっし\"(.辻中Jえしてみた o LY:!;( UJ lf: ， [υJjji牧JliJのお立つげま， 一什立にササばi タマイザサ)被l~t β

もっとも :'I:{1'\ 1 っし、で低や市ぷた[iの祁出 1J: どがあげられ， イネ衿/也知やスノ)"'1'(1などがとれに準じてい

な変化をみ位 9\ 相対被j交の)íli~j j'{[もタおいては， rr_'.l rjJ JJtH文牧においてはおまり人efょ，十「ろで ;i rl 

室放1';: iζ おし、ては， L -'，ずれも比二本史が(1~ l{立マイザザーという汝Yülllが多くみられたハしかし，

るようになれ， ~{~ 2 1:すがjlX;守主l'jのものが 2 叉 12(，クマイザサ寸コイネ科卒;演が 2 ほといっ状をぷ;s♂: ~: � 

とえC ヮ fごいし {i;'LB~ll)(牧トニオ:し、ては A般にがぶ点jhl i~. ， 

f[1 l ó'i.!i"(紗;としてじっグマイ 1-;;'-1ナの効、
、J
，
J

}
 I
 

これのi以 1れの行t;f~ ~，こ放牧止のおおなとして， 十、iだ技法刊においとも「とも十担 :j与なグマイザサーさ:' /十!い，

t. ìても減以の{tr(:"j イ'だとったが-ztよ「て ll':í i[ の ili)J ド'HζJコい一ご検討したっクマイザサはし

には約 20% Ç)滅状となったが151凶につし、では不ず絞牧えにおいては ;1 日はほぼ lSl\'ざし、むよ撲で，

れであふれついで 1日 i i'WHJ 放牧においても 3 irii\Jはほぼ於牧民と同様の傾向をたどったが.ι1 i，作:めには 30~

ろで '1')支 ji{:f)~においては i!，!i1[;Zがはだち， :) 5[' めにおいてが05096 の減lj又心なりー4096 のゆI_{ 土 1J つにつと

<1 '{j'.めにはポとふL!氏o/):fr~ 809( , ;f大と;(j:.，ちkの ~l'::ミョが '10対の主主 V，:bl 、したハ

て 1("lftのわお沙lt!l 公し:13 上こへクマイ吋サ 0)到 [íJ]iζ J:.J) んのように，愉44j グ、ーソ"0)fHczJ t皮[1;[(叫ít 1'ぶ

てみれば，滋づえでは fair condltion て?に+~f ~~:れたのに対しじ 'llJ立 i文ごは POOT condit.ion へ

人 iílj かつて刊t移したも υJ と与えられる。

C 今放ムウCj/nl~~ にjりする京市(引メ:~J，b (，{:，'1(r0Z i'U f.'1投手Jo， 212 , p. 10, .15) 

lf!crUfよ低金よ

した。おえ守、の~~t)CiぇJ丸、V::._(J 、つ
、 r- V，ノ句。

ゴ、十 l_t 、，<:
、:~:'" ~ 0'Ý 伎は 4 作品jfふけられ土;6;、的、\'-0) 2 

もほぼ同磁のノj~ Lノー 1 Eitiあ jこり j1~~!{本 'EJill j ~lOO"'- 308 g であった。二[立 1 ;1 35日告段

I!ili!i 皮放't~cでは 1 仁 I 1 号 :)11 g の 173似!子誌を 1'1" したが) -f_fi皮放:~.えでは約!ildjI_tt)_~i~ 日山〉ノ1 がgj~ft諸:三ちら

L たがって， 1 h乱あたりの~x.符{事 kf:t主れま IIJ)高!なの 29.6kg(こノ~(i し ;E [Íi~ ~まγ1止の 272広にづきなかった n

1 1. 4kgiこすさなかった。

が;牧民[[とが:牧/[し')(i'.1シリ\
ノ

>
l
 

5品 ]fr分奴として歩

試験放孜終 ('15ゾfの 1966 <j' 7 )!ド üJおよび 9 Jj L1i]の 2 L:.~l i こわた JfC，汝4よl強!えと行主との

{ノ -cし、なし、 PII}，:を行なったと，I~t ぷ結 ~UJ 林誌!íJl FL No. 212 (二
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行， f字 1 1. (起Sr. と伏臥)， うろつきの 3}犯とし，ま f二日分担i として移動， JX1!，欽 /J<.，件、句、の 4 恐とし

て -ó己0')< した。 8 îïJjのノ以W:z!I::;を 4 !i立 u洋として 2 "i1千そっくり， 1 併は総j支牧;区へ 1 If'f (土語!交牧民へ入:&さ

ゼ，また l 若手の rìl から 2\:民令iJJj j えして洪試午とした。放牧強度;主人牧時のと~f 設で去をつけ ， J五度牧民は約

40 IJ 間にわたる放牧の結果，飼料植物心，~t.PXt. J;;tが 1 ha 2Ì')たのわずかに1. 4〆~l. 9 1:on の幼i治体地j，怒i支牧

[刊は米政牧の幼it{~林地でJj又蚤は 3. 6~4. 2 ton であった。

動作分類による!判 J と停止もの[!略行動 lと主主ーした時間 lどっし、てみれば， まず2l;..fý ;，\2 は 7 Fl f合]においては約

合:日寺院tj 15 時間のうち，経m'15、区では 2496 (3 ， 6 時間l)をこれに iÆt いょ立皮牧i援では 4.0お (6‘ o 1+:lli\]) そ

示しff;]強度のたがノくさし、。 しかし， 9 jj J:8]ではWUi]包皮は平目立に近づき，経j支牧区の 64% fと士、j し笠皮牧

!?({~; 73郊であった。したがって停止担ばとれと逆に， 7 }j においては絞 i皮牧ほの 61勉に対し主訂正牧ぽは

52% ぶ 9 ]Jにおいては i~ij牧民とも i同時閣であった「

勺ぎに1*食11寺 liil および移動D~I:Il~f~についてみれば， 7 j]においては採食時I~n は経]支牧じぎでは 5.7 i待 J\j'ごあ

ったが， 111民:牧 iべでは%に 7‘ 2 時 I::'jを焚し， 9JJ においても終段牧民の 8.8 時間 lこ対して 7五度牧民は 9倫 7

時間となり，重度:加えにおける放牧牛のお:食11初出立軽度牧民よりも長時間をかけている。移動距離につい

では~ _i経JJf.!汝区においては 1 ， 409m (7 凡}--1， 639m (9 月〉であったがr.ru支1(\(1';;; では 2 ， 227m (7 汀)

~3 ， 103m (9 )j) となってし、る。

このように，経j交で放牧された1:1のの移動距離を 100 とす才l ば， m皮は 7 尽においては 158 ， 9 凡では 18骨

となり， 60".-90% 1裂のIfF都を歩行し，務勤していることになる。また採

食iこ裂した時間も主主皮放牧の 100 iと対して重度放牧は， 7 }jにおいては 126 ， 5 月が 110 となり 'li: jJi[は

経皮 iと比し1O~~26% の:lttRをノドレている。以上のように密度放牧のJAi土特動Ifr縦が長く，また保食11寺!日j も

多い ζ とが:iJJ齢:取の被Z万Eis三との関係がìtていものと J'恕することができるじ

fよまら 7 月下旬における iB\í牧区の， iJ除け二の 5 分どとのf立 1Stを Fig.2 (こ示したが， この!o;çjiごよっても

り，和!{~~~;fcに l子える仮名子が危ぐされる。

D. 1汝牧季節iと対する反応

カラマツのうけた被JぎについてとくにJ阪管な娘向としては，秋放 qt，: (9 月上旬".10 月中旬〉の彼等涼が

きわめて低いことで，重E主放牧1てにおいても枚牧地全域の被.'Ø~;:〆子力:13.9:訟にとどまり， rj 1 i1主 E芝放牧の 2.7労

と接近していた。しかし 8 月ドお]… 8 月下旬のJþj問では，中1M度改斗えが約 10%，重度放~t)( では約 20タムの

波容;守、が先生した。 放牧挙第と布lt[子t推移との関係ではとくに目だった {tfililj はみられなかった。

(2 > カラマツ林iこ対する縞羊の放牧(1:1') 2 試験j

おいては，主主校設計では経皮jJ土牧と一主 j亥放牧の 2 牧E去を ~~!~X己してブ';f1-j した 1))，実際の放牧強!交

は軽jむと近い t-.j:J J-f管度放牧: (G, L 1. 1. 18) と，やや震度の放牧(同 0.70) の 2 礎知でなされた。

A. 放牧強度Jと対する Aシトフト:の[:i[ Li'，; (村、Jt，~税減 No. 172, p. 12. ,,24) 

品〉 カラマツのうけた{~~;!1:

放牧+:によってうけたカラマツの傷容はp すべて採食によるもので，;さ尽ゃなすりつけなどによる主幹

や側伎の折損は，全然みられなかったむなお， .1采食によるお-iぎの以悶は， lìI!こがt牧羊にとどまりず，ノウ

サギや野才、ズミもあげられるので._れらは分縦しでií\ûX立した。採食白川

lこ区分し"激容とは金値1]伎の 5096 以 kの採金およ つでも主幹が夜食:È;J'しているもの， [."1]容と

は全1lìù校の 25'J50% の採食およびt投与与であっても..1:幹が採食されているもの，徴~~とは念側校の 25% 以
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fの jl( }1 とした。そレご， j駁J山イくと 1 )1 ';1\,)( {~波Ji13本と刊1どしたぐ

b� 体齢出iJの被容)è~jニ状況

放牧Jドによる総:三千本のず「とuま 2，ノ3 でで， 4 年比三JI;j予はほとんどみられなかったにすなわち， I'!' 

I;ll'!:支 i点牧のJ~ù合では 2 今日林が、lY 巳Jij'{J 59の 3 1，r引J不が 2;ふ 4 年f主体では 196 以下の被'喜本で 3うった。

しれに対して f1ì皮放牧は 2 年Ll:体が 249.0， 3 ，下位林が 23%，そして 4 主iJl' 林で 15\とJ 以下となった。なおq

とれらの;(5. H:~tiの ;VL'j桃山についてみれば， 2 J子生村、が 65 cm, 3 年LLA.:みが 120 cm , 4 年生;t~が 185 cnし

そして 5 年々の判L が 250cm となっており，ノJ)(女平 lと;、る被害の先生率;ご、樹"てが 66"J120 cm 0) I :'� 1゚ ，:';;く，

185 C111 (ζ{市 jピすれば激減するが3 これは放牧-': u) gra2ﾍng hcigl誌を-;J~ レているものと dりわれるつ

c) 放牧羊の惨動J;W3Eと波容

カラマツ幼約t+'iζ放牧さ Jf}/こ総診の移動範ilf! は A般に狭心，hiiJJ71'YJ ,;c: g~ q-_lずる倒的」がみら，jl る" '9 なわ

ち， ひ険金その他の放枚方包己主j立辺 lこげに集 fr し， これら :hlli設からよ宝陥の地域や iM.t也可?などは希裁であっ

た。とのような移動15Eによって， jj文技泌を 1 ，. '，_~ , 1)1 ，低の 3 HllJ引こう了却してみると， 11J I翁度放!院では 1'，':;地域

i立金放牧fむの 23961 トド地域が 12タム町交欣(1)Z で;幻 b地J去が 3396 ， LjJ地域が 20形を rl;î めていたG

このようなお~中地域で(ふカラマツは fl}々の採食をうけて、被害本会 iJ三した c たとえば 6 ijj[ 林に

ついてみれば， もっともみよれ川]の臼jlィ吋斗川首級 6.0.. 7.0 cm 0)樹 ll)~j (む: ',:{î t¥li JU~の 307cm iC~j し(民地域

は :356 C111 で約 50C111 の )i がみられ9 また泌~jx 7. 5 、 .9.0 Clll では IHl地域の 349 cm に対し低地i主は 4，16 Clll 

で，約 1m の;去となっている()また， (':íJIl!tえでは主将が一;メやごえになべたり )(IJ 、と、んだよっな j求烈会主

ずる異常な泌ti1のものがj与し低地域の?を比

のことに;ま;ウサギと!}ffネズミも[潟 I-:fh してい六つ

d) 与も出足

h文4文与J.] &f;;/)l;こ主')1.;γ'C(ま七Ui'，j cT)正行立小(~かったが， 4 二め( 5 {IJtHr) においては iいríi反 νれVij十つi

260 Clll Iと対い 1l:!~1交は 225 cm で IIJ脱皮心的 87巧にとどまっていた。また 5 年'1: 1本について，制能川

本欽分布の状況についてみれば， IIJ;高度放牧では 250<l90C111 i こもっともy く分出しているがF

では 210r .250 Cl1lとなっており，まだま主牧民は rilj者の rll! !'r1 iと代cid し 250cm 'Cあ ， tこのしたがコて，中時

L(tt文牧は1J!J()')j'ý:牧;と iヒし俊{立に成長をつグ 51} t.こ

B. 放牧強lえに対する ド試

ぷ己品売却こは 141 TiiO)他物が分〆していたが，イネf'Iげおやスゲなどを|沿いた lf! 本えは(雑巾矧)が，

全社iJjiの 729( 与を ilj め俊坊であったりこれら雑キ3 匁iを対訟として、依たツ〉状1":i言冷断トーH ましくないグjレー

7'そを拾いあげると， まず l 年本泌があり，ついで繁

るものがあげられる。

ごのような「好ましくない総やおu の，'H 別主皮の担ぴについてみれば， i;j，牧 2 r.... 4 年めがゆ !flf 1立政伎で

は 12;~15(記であったが，イül支Jii:牧では 19'~2596 を'iJ三しの純度がかった心っさに，被疫の推移lこ"')

いてみれば， ! 111，*\!交欣代で IJ Ì:Jセi.J![ vl矧えと減少の怨認がほぼ有数で~}í きが小 3 かつだが，没皮放牧で i土地

人:f'Uiiがy く j疫反本も(~]く f4 り，好ましくない特î:<lμ

ではプ任者三た!ち好えしくないが(がえ:~l もしだいilt 減収と江 r. 才Lfご代オ~ ミヤコヂサが優勢こなったが，

iE皮汝牧では会~9，liJ~)lまり(i fJ ，1 年['Uj O)劾きが小さく F 好乏しくない雑草定'!V)減収 あった。このように

議 12:放牧においては好ましくなし 状態診断 cからは pロor condition と判定され， r:{:.lR社
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f) i'k ( 芯十字軍主?れこ関サふ民と山

半Ij'，l.:'主才 L/ニ l、

じ瓜》文牧iJj_t 1-~t~三 j討するみイ ii:i()) ,!, \(仏、(、村、試 fjJ川i No, .1 72, p, 7へ1:2)

I{< 攻手;土 JllI'Ü:h~l; こ fi L , è1jJ品、f では G， 1. 1. 0.70 しつりdl!!t''( あっても， I"J 1 、 18 )) tJ:,J-(J' ，~.:.ぎ主的子èif

!盟主主牧;士長:i~ ，tk i~ょトソけ

訂ラブツロ)!&，lTiÏ7J qIP'j t こ j'iuえし 7二 jおっιの子イ、j y]:~，の fj';<必 ;r.:. L/~ お f においても I'IJ 1.ノ .{sfi !Lrj であった jこだ，

P} ， ::t:三こ子手/ン:!:;_iLC 刊と[立のほ泌がふとなるため， 子手はノ泊{ょしたほどの Wí!.本:[ﾝ: (土泌があるよ、う

反 tí'1 .)áご，2 、さなか♂) 1 こ〉

D 噌成?な弓こ」、j ナイ，

ヰIi翁 li)!JÝ牧にな l~l ヂ， gGW!lの正はぬ ;lt でなか ) t\:: が， 十!:\ nr}jk!bえにで火波とが)J ヲマツ依~iU/}': ヵ、多 Lノ脅

使 iJJ の Aっこして林))k O)ﾍ];.J ふ:汝![":ziJ: i¥& ，ti であっ?ム枚:日〈子 f. 波としとi 所、;こっし γ亡は必);:くろ

ノ)，'-ふ字、で:ら v たのは、 れ 11":>1':]ののイ、2 iハにわたって秋放牧がメコト版物の fef と滋とがド〕げられ，

ι るもので，十lf 令 ν)!;Íj王将 1とよりば伯fにするものがさ?かったが、カラマツの葉円以\]i~l::'~正にいたら

しかし， と())ょうだ予tb~u)I;<1交ジにはよもまワ~，j九 したが v にとこオしふ Jkl.-') ちぎぶ機会きf くし

:思影堂:を 'j'7 なか(よごら京度以牧においても，科有j比一放牧 lこ ìJ1.いをノして(，る。放牧

手íl"ìi と与えよi:j1U0についてはほとんどぶ均的、られ 7三かバ\抗 J11rvr :tí';~ !;.;{の反とらえ放牧がこりこ守、協なが[

}、ごと苦〉勺?こり

広葉樹の{まうが更新と放牧の関係

ミザ(+予付、にメける !l ぴ'J 以枚(お~-; ~L[O近、;\
1ノ

1
i
 

(
 

ぷ以牧~dli文はじ.1.1. 1 、 12ω1111， jj+;試験 Jこおしにと l封切な牧ぽと皮*51:1去の 21)([えそ役lどしたが，

1iUi文どし， Ii,j 0.29 0)況JJ}:ぷ牧の 2 H，万i とな:~\~ ，11 ヲ とく ;ζ よじ JXtJll.~えにおいて;士 G.. 1. L カi約 0.:1 i: G' う必

A. !Jýq女 XúHf!こ対する JヘXの iyJ'i"; (々、口氏f川 No. 139, p. 52r，γ 66j 

{以与の{，11刻と絵
、

a) 

う f_r5(つ すべて J 長J.t，~こよふもので守ゃなすり")による :Vi 長i川r'L:lf ト，戸/λL ト
A入f入ドド 0'" 、~ ) ¥) 

などはみられなか、た ι し:アがって~ tJ'j~ q)(/_I:: r)) 隠れ:叫ぶ:H!fHl 、T ることができだいので，その立によって

乙れら以外C!)HJF([士 l哲

LH.H1 ろ: 3 にヶ?けたりずはh!う，カ工ア恕i ヤサクラなどは持者立(T)tJHUríiζiJ~

Hl丹、{としてはヤマハン/ :.r ホォ/主， ザワグノレミその他がおけやられる。そして

好U:rjl 伎の制限引に民するが‘ノドl え脱出におい ζ は とくに l日j;:宇'2':'1うめてお

�) ，その f\~:t{i\n と L てミズナヌ 77、あ JT られる F

脱会以、

}
l
S
F
J

1
J
 

}
 

7巳~L し穴全 iまう ;1;:) 本む二文、J J るまうがぶ放の 11 分ヰベ ::;:j~:.(jt がとしえ心\，';1:ノめに q~: vJ.li~t 1" ;~j 1\1.倍('と

t' う fJ~>礼状日iJのし寸時れもがみられれ約 70rr l00;rというついてみれば，牧~;~l J).~ j:J Ij , 

れ， 1111 ， !1 反政 'I'zでは、ド 3.t?ó ( 1 マL)た。「会好1'1:とつ 1. 、ては. )_i之牧倹!交して J: ;/~)が刈iY:\ とみ

あゥたが，交hR~t\くにおいては 91 '. 8576 とい) 1日J 、戦 J壬ぷ lノたりま t:: ，} ;↑」んAのほうが、 10九( 4 ;ド ilJ

??と lζ ニどま.， jこ Jケ"，交J立校そ;{1 f!i: として r 民社、をうたrt 2' li たものをどJ'，じしたが， 'I 'Iγ 皮

ては 60郊でそのカ~2turt~:であっ j三 十~仏民主の I 妥協J泌であるミズナラ lシコしエてみれば1 J:kゑネは泌 !.~c~，

はほとん、v ミズナァ， -よコで 11i められ》ごし寸J

ミズナラしi)l:(i:)fA;料ごついてみれば， [!]]福良以牧においては不i! J約 29ó と後少であ

ごこと:11 {{[担 \JÃ_iJl川と iま Jま lri] '6μつ凶J芝、、!ノ?

だのである ο'つぎに，
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D﨎tribut卲ns of number of I 叩CES

匤 d凬ferent h己íght dasses. 

たが， lj[(j支放牧では汗々のぷ食にあって枯死 r

る科:が多く，約 259-:5という肉ネを ïj'Z: した c，

c) *HI完成長:

ミズナラについて樹高成長の状況をみホば，

j采食の絞!えと樹高とのい ζi立派い!YJ G"í~がみら

れ，火牧初年めの秋において 1[1!制支欣牧の平均

校JI~:i 84 cm tと対し会皮放牧では 51cm;こすぎ

ず，すでに 33 CI日の廷がみられた。 }i文牧 4 年め

(4-'ドル件、〉においては， 1:j.1席皮放牧では 189，~，

23ヲ cnl~ 、ド LJ 218 cm であったが3 震度放牧に

おいては 78rj1[: 8 crn，平均 120cm で 9 仁 [lrtis II主

j氏 J役の 5596 にすぎなかった。なおよi~牧:X.(;J:

205cm で~ r:pn甘!支放牧のムFt切と近い悩を爪したが，中 1'，甘皮の主Jく放牧およびti放牧は禁牧iX よりも約

30cmii古い協を子」くした。な:仏投牧季節この関係がとくにこfìj史;~~Uý.牧においてみられたが，後 lと iiEべる。

d) 五文牧終了づf;: 12 51二めの成:ミ状。[~

試験放[~J立 4 {j ン~ Iふ林まで vで 5 &-F.:~t ';，;~\から休校したが， 12 !r.めにあたる 16 "Fi[二について jf} ，\ßJJ笠そ 1 iな

づた。なお，本項目は林試(jf報 No. 189 七は，(，[11せされていないじが!T.i己のように本試験Jlj~ば松[出店波紋 111

の南方 4km の ft:-¥:�rt '~iており，ぷによっては鉱Ii lの t:n:.t~:(jにさらされ，また r，U ;í:;l、 111 は 1970 fj:é tこげ正面j; となっ

たが，そのころにうけたと忠われる激しい燥容によ〈て，火部分のミズナ弓の 1 ..-3 年生の十M;H!1 自1)が枯死

じており， ì'ダ:í)止な資料をることが不 i:rr'iLJ~であったが，倒 !irJとしてはつぎのようである。

ついてみれば， I--/jl有皮放牧では金不放牧が 3.4m，卒、どíí放牧は 4. 1m でやや後

伎であったη とれに士、j して中:皮放牧では/下手欣J伎が;と 6111 で t手放:加えのうちでもっとも低心季節放牧l土

8.0m であったっ t t: , t式fxlえはり Ilftl皮全"字放牧と lìlj じく 3.4m であった。したがって，私のII~Hi1:は 4

4トヨミ 1* と全く[心機で，そのまま維持しつづけた。

樹 rf-}j M゚i' 53 iJ :，t-:数分布の状況を Fig.3 ;，こ示した。これによれば， J'~~ï0~j出向指が 6.~7m の放牧区{立中!高度季

節放牧だけで，っし吋シ 6111 が中 I雨皮今季Jlz :r.)i: こ栄牧の 2 iZ , ，1 ，.-5111 がlfl皮季節放牧，重度全:季放tiz;立

シィm で最低であった。本数分桁のも勺と ì~~:í 1，、高昨日r7^~'っ 1，、てみれば， は 4~5m (乙介:

本数の 40タb !J~J が分布、いついで祭牧l廷が 3'~4m fこ約 40% 分布し，主らに 2....3m の樹高階トこは [11 !!!\l'i芝公

1't文牧ï)~ 45% ， 露出;ミ主主ÚJ1'文牧が 60ク6 !4込， 1111支全字放牧でi-i ;liに 7090 が分平d しているのこのように，桜

ì;:-tj 街活iJの本1，&分イli の状況によってた， もっとも優位にあり， また重JJ1' ßと苓 !lzt1J:が主主イ誌で

あっ 7\: 。しかし， 16 7j引の;まうか仰としては令般にMI州立中位、!いこ低く，こ ;.!l&立与 ζ述べたように総裁鉱山

口)}:i~~容によるものと考えられる。

B. 放牧強浪二対する 1IÚ[! ムの j又 lb (体 ifl\l'!ff.j泌 No. 139, p‘ 24-52) 

会植物のiJ'，引自民[支の挺干与につし、てみれば，出羽の .tXJ.村!がふ tj\~0えならされており》いちように， し fJ いに

!j;JU立 i士山Jヰ::. "しなったが， 間交)i文 1出くでは同市i約十:濃慌に江っ了り， またはィこなるような傾向がみら

オ1ノ 1こ。つぎに J ).にあ〔千引立については谷紋牧民とも本数拝礼HJ:;子ノ'Jミした 1Jら これは森林伐採材、、1n((itO)

fít移の級相を;]"\レたものであろうつづぎに s とれら本J.0(街!支の i-(.;.J率こなった i:1lCヰを，牧iもトaおよびほう



75 ~JW 6 卒!i 01' L ‘仲良)iiMSc fゾK店主と i%Jずるそi':!;j ií)T !tr

1ニメ/又 1J ポその ilJ) と ， j子戎しし、規.r:i\主(ヤマカモジク"~'.+- t が止.1から好ましくなし、持i平安仁(シノ九

えはこれ〈ごr [1 h劦 !50IY. 40:では好ましい~<i/\n 子がJ"，~n}j~1 し，ガリヤスふの il!) fく::!i)':J\fi してみれ(よ，

土移をたどったο したがって~ ::1:， 1 ，)n;f 皮放牧ドのは司!1 ごは好まいい匁中 ì';I~へと移行し， t;!i/[/.: 芯ood

文牧で;まHましくな L、へとうして!1oor conditioll と判庁さ才L!之口cond��n へとさ浮いこが，

C. }J!<牧泊こ対する交1での(村、よれJfm No. 139, j). 12...21) 

あたり j:il~il'('-1~ :rJ¥: -.i:�. (,j:, 1;::1 r;:h 1主 χ牧て 185 、 .9:37 g ，三VJ:J 708 g で初、れと!:咋や示したが 'E)Q1 0/1 1 

ÍJγfえにおいては 2n.400g ， τ日 J~j :100 g f亡すぎず， r!J 1本 nt-;r;Z:f;く ;:L FJi 皮:放牧のじ 1 の lfi体 ιJ( i立をノj、した υ

iIJ)r!il)!' で l 土 31..5:1 kg , ， !λ ぷJ 44, 5 kg であ「だが，五;';4父上Lウバらしたil:三ごついじちれば， ] h日あた

l立沿いCI;土 34. 叩，19 kg , 平均 41. :i k誌と")) λ 夜、たり!とドしでもなお反ぞくは不手iJ であっ十っ

D. Jú牧不信こj~'ずる!叫ぶ

台皮放牧では詐>í)(うがのyç食中"とついてち日書好てヌ;Jl ろミズナァふ対象としてみれば，

アれは tN ，~(U~ IJ) f1日ヂド折、 1誌の飼料続的のヂーの守主的 iJ(J変化>立の傾]ÍiJ があり含

ハしかし， 不;主力文牧においてはばとんど守二節目たがなくなり，子育、ともドオサスし f了 n なお 11存好料

れど ["Jl ノ {r Jj !i" J ヰヶノJ立し，エもど:j0'Udミ王手とな勺た。I~';J .f{Lの tMrF ち

こ才L I 土P ‘《、
，、 J、nとくiまうがとついては，危l立とも二yJトの rn(( f){となり

もであろうか さら1;( 11汀iさらにと ω!Lバレj( JJiむえの泊客んな íl 与でもおり，C;l命 J戸の二本が、日たと

の探ff. _ü~. も多;札でおぺたことにもよらでおろう。なお， ;fドへ炊の-:( 1" Hk牧はよ i勺も<.'らにおじ成長

とれは r予沿いては;宝、~J ~ご休牧j羽 1\1がある υ') :と討して，lC.i.j えたと:;.特が!大さかったが守

、まうが之されたととによど〉も ωとわれる υ 欣牧4勺とt1r'川市d多[主将〆ノ%"[011['，; fi 出放 tÝ:二な，

との， i'r]}とは顕著な伐 líïJ はみられなかハた

ヤチダモレ、;と文、i するI!ぶ勾 jiJ メドヨコ以牧，1μ;数〉(2) 

イ三

キモ!交!YdZ;立 G. L L L 39 ワ将江Otl. tえがなされ，にが， T!1波紋!ベは(工1. L 0.94 ('r f1!;Tf 肢と事r:去され，放牧

おったiXf.~ r0~ ~ 1 *1-:没収汝と rlr !iì;!え牧 0) 2 

ßl , )iJ.牧支 Jこ対する村、本のシC!むい字以前 No. 118 , p. 26. 39) 

択すだ\Un九氏<1) 

:;試験にならって n話好とよ刊で名泌総会ものご3う '~J こので，村、本のろ!ノナナニト子はすべて1)j~;去によ

rl:，l{{L，低 {)j_の:1三分けた、点数七?}足立〉十tの/よから九 wrについてみれば令日初日れ1; "f. jf.8合、

92%、，、ド 86Y6 ;;f:-めて士にJ;く， r__]J{立1!?が 6<<5 ， 1ほ 1!!.l:'f が w弘であ.， iこロのr.p引は ~f チダモ

ヤヂグモぞれがも「ともえそ出品/、，ついでシす/守やオヒゴウなどがみられた したがってノドぷ，:.i~~ (J ~ 

件木とする格好主によって前)jえされるはうがそ文、J[j(として，同!日 /1土をノJ文牧し t~ ものである。

jX :ú宅訪 A\
}
ノ}

 t
 3 i~ii\殴の抗日1立にτlけlit:rl に， r.i?~子以 :j{む

;1めにいたっても 10096 !(近かったυtH;ノドであるヤチタ副主 4 の}/<牧注EZ:以牧においても '1人

.1:] 90'?6 の;ねミ手伝^Jj->\ い W'!i\'iこ (';γもくであ勺だく、 n:t.g.;ザイ Lr'!l七1:1-!{~ l'立以牧強j立との|怒F{，が行 F' ， i忍めら才L ， bi牧

<'1 "!'.めにおいても 21 -23% ìこ対し 74?，)ハおJ{-r::. めが+%，)~λ }i-'\炊の 31 、 '38J6 に丸l し rl守政次4'<: Lt 7096 , 

,. 
J 、っ
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c) lN 1fI;nx: lミ

るヤチダその 4 千i めの体Jr九についてみれば，軽度;秋放牧が 257 cm でもっとも Ifi]しいまと

れぞを 100 とすれば禁牧区が 96，終決亙放牧が 80，問者放牧が 75， 1\司会字決t~:k /f， 62 となり， ftJ ，1蕩度全季放

牧がとくに低く 27}こすぎなかった。したがって，料皮欣牧下の林犯では秋〉夏〉務〉会不のnn位となる。

Itf}好十trlr. líL併については， !JJ:牧 1 ~，~ 2 +F.めには tf:1 f主皮放牧 l主将波放牧iとえ:*:;して相当 lと劣勢であったが，

4 勾ゴめにば [if;ï強皮ともほぼ問機lとなり， 200cm 内外の樹海を示した。以上のように，ヤチダそなどのよ
, 
r、

J :ふ放牧!j11JY~ 止の関係が?Zl~ く， r*i)帯広であっても滋L\"fi こ 1"'絞 Fれば成長は

相当劣っていた。なお放牧季節との関係を;iffi[口ずることはできず，これについては後IC idSべる。

H. 放牧残j交 lこ士、}する梢5Lの反応(林")j)__t. t好機 No. 148, p. 12" 26) 

ilt[!J j(jj事と校校えとの渓]{系について，税構成，必度予 1す?皮) }i 丈芯どを淑!交としてみたが，駁::I'fな 1tì\

1Í:i)はみられずし、ずれも faìr conditìon で絞持された073こだ，れI'[I[イ百:移の傾向の似ているグループとじに

禁牧民と経度者放牧と iιjJJl放牧，経皮/[':季放牧と中脱皮d王手ノiiHíz ， ':浮jk秋}fえ牧の 3 f;レー 791こ分けるとと

ができたハ いても放牧強度との潟係l立法く，いずれもしだいに鴻収の傾向を示し， ζ

れを構成する核物グループの)1i;'I(ú: についても，特徴はみられなかった。とのように，李登"ifBti (イ夕、科，ス

ノゲ〆, サ

俗r成Jぷ初J長i討j皮史幻iは土 t \);, \'ま l込織であったっ

C. 波!W孫度!と対する家奈の Iえ 1G、 f 付;G'ì3加殿下~O‘ 148 ， p. 9ハ 12)

供 I\)::"t二(ま伺1~政数の関係から名 )1" 牧[:i{.:こ rr叫二ずることが不 iQ {Jt]で， 611;:牧店~.O) とすたの

で，放牧強度との関係 lこっし、では i1n らかにできなか j:l た。放牧!]:江〕ぺ'.ìiHi !Iúへ澗で，剣接した n 指令 15".42

か月のJtFJrrYI のjj主牧市の l何本'1')怒は， 1 []あたり 482' ，，761 g ，刊 564g 与示し令放牧Jtilからのヰ{主将休取らt

(，:;t平均 1 1f 1 ha あたり 41. 1 kg であ「たハ

D包放牧和市 l乙士、j ずる !xJG:

)1文牧季節こほうがの!j}JえとのIüJ k.: は jと絞 1':")7菜い関係が絞められ， ;;.おF 子乎一の b汝女牧と T蒋手/へ....../秋の全全:守乎:

カがfη山引九:ばまとく;にご低くし， Îjj放肪えど，汝 lに己よる:感忍:影忍予簿浮が揺顕i耳1ミ著寄?あるが9 秋季や夏季放牧-C(ま禁止父区 {ζ;[[ いかまたは折i] ^fj の

IlUこをノjミしてい心。ととろで 3 本試験地会設だした野混同~)Tの広;弘治、うがのN.1I::&状態をみればp 一般に

7 nt.í:守主での問 f三年刊の 70..80形成長し 8 月 λ末d'ピど;はま訂{付仲ヰ中判1リj長江号ををtEA停 jに4 し， 1ωO)月1いi

試験のイ森手汝!牧汝[はま 6}凡j 下勾~7 F:月11ドごイ句司の im!問8!にこな:さ予れているので， ほうがの成長の没日昼1切にあたり， Jj:放牧は

!Jx;Jミ I&J日jから停 IL 怒j(じ秋放牧;土停LiJdJip ら終禁切にあたっている。したが〉て~ }/{~ぬ;強度カ:終度八.r[l rffi 

j宝:でが[、持された滋 fiTllこは， ÍiJ:牧季節が強くj?'三慢するものと巧えら;jlる ο

j&A父季節とい![iH1f 移との関係については，縦波へ "11 1，1;)3:の汝牧ト‘においてはいずれも fair condition で

総持されるが，符1:移の倒~jl についてはì';- I ‘の関係がみられ， 8 n までの平え牧と然牧民， 9 n 以降の[ベ!
苅放牧，および 6~.10 Ij の継続放牧(!) 3 1';'I. iこう}げることができ穴、

(3) コナラふ lζ対する締学の政~)( (第 5 試験〕

木it\J~会においてば，怪!支牧区と i}U引な;:z:の 2 牧院を[)Z~G':!. して実行したが，災際の放牧予11).えは稜j交牧[文で

1:1 G. L 1. 1. 66 という初当に桜皮の放牧がな;0;11" iF皮孜氏 (J G. 1. 1. 0.88 で

k 放!え強J交lζ女 Iする 10;， ÞJ) 反 .LE~

a) ィMFnii\'il~えと

(No. 173, p. 10. 、 18)

ハたっ
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ノt>:~i\:，~_主任.~i土ご1 づ与がとく lと f受vヂi な休i:ú2で。会本紋約 70~-80;十;を r'í めており， これにつぐ柱l .f民主レて

!立クヌギ?グ 1) そのトがあるが， l γずれも 1096 \;nずである〉ところで放牧''[:によ「てうけたL;:企うがの

J心;むず/'-;て j長会によるものであ〆て，断行:などによる折慣やはく)えはみられ Jヘかった したがって， 以

主主成!となえ3 が， コナラ!立制土勺ては11替好↑ヘーr:r:.l{;l.，cJ)付 j鴻に，JfJ:i; L" ;1-, ;式 I，~主:土Il IHTVi

riífii j;J .f利主主林本と t2> 行が休〆士対%?_，:~し "'C t Jj立川〈がなさオ，}>::ことになるハ

b) {みdt平〔

会話!は記のように t広n:tと rt1 IJf Irt v-r. あったがヲこのよぺな牧強 l支ドにおいて 1，;;[，丙虫11\:の探会U

るくにはほメんどみら j下 まし正 [Hj;['日)jL?\ !ÎI]であった。すなわち 1 まっカリ~:~-:) l ì て 5 Fj で !j ~.， 

7 J1Jír; o) 中 j財政牧[ごにおいては~ i;!l]強 fEγ 子 80% j)l 外の日>~;;で;三れきれ， 7 iJ !1i]以降 7 、 15俗;ご

と F降しすこコそして辺 2 引け!;~/r> l:) ? j: '1' たffい

どお it さ Jj171L r小ぺ人\、したがっ vて予 Hy'IJ(孫、 i主と同:0不正の関係万く，以1丸投)主 {ζIY:j係えよく;え :(t ば 1 二

はう ißのみに土b rl'--~してい

c) 対 r1i ¥; IX文 Ft:

}jx47>:~終了 ~-r.c;_) 5 うごついてみ}-")ば， iH芸 ID~lÔ: !~-~I:が 292 :'173 仁m， 3!j2cm ， ιl.1 JJfIv~tt牧

は 287.-:341 cl町、[/，[icJ 303 C111，牧:1まが 326cm とはり， 3 :ま)(:)自はなか勺ナまれ j主食 l;tilíJ

のょっ lと 1 <r1tの作事!こ jt~rl1 していだが，主牧においては f手放伐 i)~'{むの '~Wi千より七低いら会示し

1. 
i'w!-)-') rl1 n!fJ交紋枚ではそりような傾向がみられに約九d欣牧寸H支~-..' rjJ 隠の場ノ;-!こ;む しろ条

刊によるが11 :'1お条斗よ も的くあらわれるものと忠われるコまた， 本!試験にお ど、ネ;ま t t1li注 1去っ

が K数 A々 もと L世こも U)'で? 六日誌 E こっし、でほ 1;; i'!j であろので，将fJベ~{) うがl【 ;j 7ri: it{. /;-~ごとが今;

戸もあるの

B. !/(牧 0:11 ，H{1己主Jするが[11ニの pベ;志(ベ研惚 No‘ 173 ‘ Iλ18-33)

1:14 ル n の fil:t4Sj が分-(fjパノ， グ)1/ープ\として代nv) fiI，~勢な州市今引であ戸、 7こ c 品川汀i

ネ[!去、 :+:11文;初予ーについとみれば，灼交ともえ牧l![%JJ \とくらべて 5 "!'.めには山~;4~~授となりヲ とくにヌノ)"'郊の

itíJJii カ -<~tl.fi::ri でめっ 川知器量移であ叫 fこ î!毛皮h~lf下引はプミが小、予くラ rl] n者波紋牧で l主主

必したが》尚子;t!交じっ幻ーでなか -tご o ~X:l請にdづいてみれば，初緩{どであ〉た}~I:"，'Cィ;}が 5 ミ後 iこは

イネ科状況i やスゲ汀\， iト1]-測やえよどにぷ J て可きかえられたが~ :I/{ ~~Ý..:弦1.I~~r;il'J 3'2)火牧/手前の土;三

三:/uf どなか勺 l.: ハ乙のよ行なJff:~t) (主主ぇ，H'~'iJミ U~i;';: J).jネネ11 の あ〔て，汝交が!持!虫 '11n禛 1\1'の土

めに fjA物 rJ民間β;r]，~n く働力、なカしたも υ) ;.与える仁

にぜ liX'V>(;;lJU宝 Jこ対すぷ三こ守 iの !.-_/_JiC，、(京本ぃ j、込 No， 173, p‘ 8 , 10) 

成 37 、 <40kg 人牧 lι 治:， f/~:-b{r---f-.-r(ア支とも 6 kg ヮ I治体市民そ~-- :;j::; し土。イf- :,(, I 立 10へ 12 k祭

三人牧い以牧 ri r の ~>n ,{,{-:: W: XH: ¥;[ 15 、 .1H誌であ二、このぶつに 1 ，1，; ;;íUlj~ ムも以牧 1-'1-: O_) i!it Jlt.tまなく， I災学で

(,J_ 209(; ，イ f 千ぺ土 2. '::~ 1，えの附 ~:i::( <'C: :j、変汁も収，ちはなか '--1/こが，

っ fこ

D. JjSc牧こ士、;する伝説;、

\， -x うお\C)j主食;こっ~ '\て:土， も-> (~も IÄ会さえし， く;こ 1 ノ[汁支今が {ζ との笥!'1;]が ~ji l 、 υi~/

:う L，ヤマ i:Jク与のような n削、tυ〕牝マは奈川ili'jのキ:がい?と/レどなかった ο うがの iム~.:_ CJコ i羽{系

ャ;土己(})J に盟がよう;， 11. 二 ザ本多 J: C/) r日1糸〆2 し γ亡もせ投ノれなか〉よごれ
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3民総務論議

1) 放牧家畜によってうけた林木の傷寒

放牧:ま:請がえíJ鈴林水 i ，~ 与える ';I\j:t�: ftJな傷害;ふ採食l己主る船業とお以の欠除，防r1'による t斡のはく!文

と折J払なすりつけによる主幹や似IJ伎の IJd見などがあるじノド研究においては，これらのお穏傷;与が単独

に，あるいは復イ干して発生したが，いまとれ会採IfJ:!してみればつぎのようになる。

( 1 ) 採食によるfJJ.;~f~:~

ミメナラ;まうが材 ζ京、j する内JWI~ (臼木短flJ 沼りの放牧， ヤチグモほうが林;と対する肉用牛(白木短均

極)の放牧曾 コナラぼうが料、;こえすする総キ放牧，カラマツ人 Lt;f;tこ対する緬羊放牧の 4 筑波においてとの

ようなj菜食傷害がう千λt し，カラマツ人[林 lと対ずる内)íJlI' C~!;T);r]穣〉のお ~rÝ~では発生しなかった。そし

て採食傷容は単独に発lt し，仙のことえば主幹や側i去のlJîr丘などとのür，?j('はみられなか:允。

したがって本研究によれば， J);';W;紛のほろが~;jqと女jずる i~HJ Ij二および締ネ放牧の場行 lとは， jた食傷害の

子グJ.:を予定しておかねばならず，また針葉tiÏ，!人 [i，l; (カラマツ〉については，

を見;];色しなければならない c なお納íl~の湯冷は，広葉樹，針1IJ1似の jjlJ なく限会~fJj'.~i訪ミ発公じたが般~J:

総竿の飼料相EI物に対すお [1創刊i の ~lmは [il 、にとともに i去しとくにtH"菜類;こ刻すお 1Iぢ H.'!11ーの;均し、;女子三とされ

ているため，木研究においてもカラマツがj菜食の対象とな「たものと考えられるつしかし， 01~~tM1廷の rjl

でもアカマツやヒノヰなどについてーの知IT ~fi))係食事例はみ ι れず，金十 ù~j討というても別段階ではカラマツ

l乙夜られているものと思われる。

(2) l~MEおよびなすりつけによる協官:

カラ?ツ人Tl*iと対する引lJ !jc (黒毛利漆〉のbi牧C引協合にのみ発生し，仙の 4 試験ではみられなかっ

た。な;仏本研究に flJlらず林野rfにおいて災行中1の I!~HJ!I 寸 ，p""育成実験，i'li 業におし、でも，金1"~，~樹人!林 lこ

ムi する l}~nJ{トの放牧の ~4jJ (1' t と IJ ， ;fM櫛をとわずこのような服店となすりつけによる主幹のはく!支や折滋，

仰!校の折 fLlなどがおとt: レている。

しかしョ内TfJ 1Iニの針2ï~樹漁に対する i晴好tlムはHiJWiというわけではなし裂は放牧地である林床 lと分布す

る飼料捕物の援と究によって，日持好性は左右されるものであるから，か:り:つ) \に〈ご〆林本ぷ!.床|

i術均i足E の状怒;にζあ芸 j場場公 Jにこ:は立，:1-， 主糾I!禁主惚 iは土伺料1績1話誼i宣F!物h句3 とし，ての依平存J子:皮カが;刊(白悶iJ くな Jり) ~ rl~食傷容の発~t: も 予怒され

る。このことは本研究に引続き実行中のj昆牧林施業lζ関する応JIJ 的研究(7k:1í~~J引によってもi1)j らかで，

たとえばアカ"7 'J~ま林沫が自然京地の j湯舟には jに áされないが，人r:Y;'i 地反)場{"ì ~と[主主Ii当な 1fJi本で採fz

し p アカ?ツ j}J鈴休 lこ滋容を与えたが，ごれは飼料純物0'l'I'i:によるものである。したが(て，針葉tM とい

えども内JH4ニ政牧の場合はr:t~.Lt .. f t;5径が予f認されるととになるが，ぷ研究におけるカラマツ1))1泊料"，と対する

j誌も~:Il 磁の欣牧の例でしt，公くみられなかった。

( :1 ) {i);':itr-の程!EE

木研究においては，一郎傷容:の純度のい7う\んこかかわらず，きわめて終散のものをも溺宮本として測定

した。 しヵ、し， カラマ Y ノ九一[+;{、に Mt- る|培)iJ L↓二およ おいては，その濃度によって激

議， rll'~~ 徴容の 3 階級!と分類して出.1J:T亡したが，その内~については各試験の繋約において述べたとおり

である。そして， i1泣 'gr-;f二と rlJ1~rノドは千二の成長がはなはだしく:ffl なわれ， ざな

いであろうと惟測し， どれを毛皮 l 王子十ことして}反り扱った。しかl_，微笈木 lごついては，そのようなおそれがな

いものとして，後;11:ノトくこレては係わなかった。広樹:;tうが林に対詰る ri~mヰ:および総半牧の試験!とお
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これ持被し、ては， との J うな日当級手- ;=r~主げなかハ/.::___が) \'まうがの 1混がぷ:食さ才[) lともの:ごっし円七(;t ìí\li)i ノしノ p

写本と r{í:ltX~(ご役コプこ c

J: ':> 'て :!(J._;f'~O))J:記をすることは Iぷ1 '" 6 しか、し，

しかあ今没な tされるぬfえや校 らなどのの際(;)-'1ユにのwえり抜いの肝心 さらじlj1jiた郊で ib U, 

ie 伐にいたるまでのふケ針によって，あるいは 1 '、 G ?éILo)!1平均]0) ltA'主iご -'-i い亡も同総υ川町泌が戸

(r:;仁\')flグJ土占 11;:十の J[}IJ(J ， υ~C ム :'S fJfl!えのものかもしれない n レかしう引先;においで lふ泊二七H ';0) (1';'J;: 

状況によって I 句、 ;'k~のように階級':5けそ行ない、ぞう必とし?一応?と判定;::;:、したものであ ιJ

体的にいた )jヒ湯こ，相í.~':Ai:、\j:zがが 1不(政牧'1 1 の ) 0) n-"~f J U-l よりも中[j lJj !:こ 1J_~ドして L、乙例もみられ

允 L カラマツ人 l 十↑、 ;ζ文すす~) f5~! !TJ 11 の放牧) ) 

放牧強度に対する林水，様主主，家畜の反応2) 

[.!i) 日午、
、
，
ノ

ー/
t
 

ザヤG. 1. T，ずなオ')"0，蚊 15<:;;i¥: Jil jYT般に J: 〆!てみi 川合の欣枚強r;.r)こづいて品、 ;j l，(;)'，格 L0~汝牧がむされ λr り

子夕、、モ;まうがの 1 {'i ljのみであった。作ljJ12交政牧:立ミズナラほうが林 l二カラマツ人仁科、およと};ヤチダ壬

そして μ'!;{( 土;1)ラマ‘、ノノ(モミメナラほうが併の 2 乙勺うが村、 31タリ，

ふ粍l史).{{!f文の N-}{入

11斜引りふJ燃を本ドとするうが村こ ~1す日コ )jy牧

;~:; Æ-t .i之、 しカλiノ，ャヲヤチダモを主とする (， j' うが村、;こ， G. L L 1. :39 ユいう i'!L:t l:Q~ で 11 本

iと桜!交の以内吋符l;i;̂N fP. 止しては~ ;f.了ユヌ G 町1. 1. 1. 39 J いラ相ダァーのように以牧/l::，(jコ

i ト υ ーノ J 、 /J、コし》きわめて I \.~:j i し、ねむミ刻10::でほうが i立食いちぎられたであゥても} J-'t~1 刊Qt80%以 L.?l: ;J'~ L.." 

I1郁子てつ;~，:-'iï t, "¥ :,l.M ;jir[[ ;~. _'xJ殺としてはき放牧主に，t /~:)限公のコントロー Jレは干“で zt~ ，;"とが本 1比政で 19-]

らか{ご TJ ったハ

ヲ牧よi-うが/大をYIこ均する上ヒ本であ(て，ただ人免における+)j~t~ヰ~ }.. は) j系企 b まうが本数の会

うがのEJ については) JllJ ~Uに刻践のためなされていないっし/j:'、が戸で， J::え食 f十tが く匂ごの(イミ内;と {Jl 、っ fニ

またほうがの成ん 1，悶 V7ぞのはどíhiJ i" あり，も Q:Z牧牛によって fjJF む去ら~ 1-, 1-こ ;12は少郊の J;Yi':) もあり

この待ら j三':)誌であると与える η

うカf仏)J)立 i云芋だして.. b り，たとととろでキ;ヰ;:U.~~誌のようにj菜食十 80% 以 1'. という状態では， やはり

:if..( ま 4 年生件、について JI文牧そ庁公じた H:tlll.の・ 100 之、ずれば， 予約は:伎は 75，

とit~(" 、関係のあるとと在ノf、してし、ふ、したがって，ぉ釈が 80?f.;iι42 とし、う状 m~で， 1名公取 ~'.1 十社;1:'，'j _iJ~J又

) .J---_. _1- ,;", 1 司〆，
レ，'，-むのごろという!のj7þ'であるこ、1. iJ., :三{) ，!{1 、11iJ ヵマIj~ ラ l~ ら可 i._) むとノが必りのiL:符志およ

さされる ο

さちにこの:tME主の放どな強度下においては， 放牧ぷとの[主H糸全!とれr寸ずることができない。すなわら，採

ゆら紛正;jlぷfえについては ;fぐ牧民λ> 100 と ':jれば枚以レフ食事で!まな， ;Q, T}~の 3

日なが 92，反放牧が72， :fr汝牧が 61 としだいに低ドし，さらに存級事んは牧では 42 iとすぎなか t た J

し h がって~ ;tIl宣投牧マふっても w前、の吋はやトを対替ととしたI訪れイ立令れ…fλの?必ずしj1え牧がもっとも担当

r'i:i J.&lえに !~tU}'~告はおよばレて危険でおり，ついで'f(放牧があげられるが，火!/(牧は1" i中間吋~ (-土{)勺とも公

それ Jーもほ

るのかィ~VJであ，?)が， をのしづ jっか，、土たはF，j )JVJ; 込色の之

いためであるのか，<:であるつ乙のとと iふ採iミネが間千1であってもの、引Jl

うがの!必 n~ Ç) /i主主主，Ü;j iご{寝食されるた
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考察される。:王 i~~ J;ゃへえの継続放牧がもっともだJ険であるのは，休校11)1問がない i，::~ めに随時採食されるた

ぬと考えられ，総換が('ちとの必要 fr!:を ;X\I~去しでいるじ一般に輪換波ttd: ぺ;つがII持をノι52 した放牧}j式、で (6 {S 

が， /lr，牧朴;版業においてはさらに休木の成長の伐と主と促進のために， ;~i;)Lb;n 訟の場f??には 1 Cv  2 

[iU ，人[";'洋地の ltj おとは波長《状態によるけれども， 4 ~'~ 7 ÜnO)~漁民t0(牧がのぞましし、ものと F仁川~) 0 

つぎにおEUtí::r主との関係についてみれば，憾fむの condition や trend からみてとくに路諸な傾向がみ

られず，綴j交放牧下においては [aìrへ good condidon で紋持されている。したがって松波の放牧は牧1~~

カ を低下させず， ÎÜ;!枚休止11 としてはのぞましい布ろ二~;íf:持させることが可能である。た

だ， :，2え牧季節;とよって紡!t按移の様相がだ'1奥江ゥてし叩引が， これは 1 ネイえと多"jJI:ι字オミの「ふjミのど

ーグが予五二子そ境界として入れかれるため，放牧手引;がこれと関係、してくるものとiなわれる。しかし
v 

仁 r

のよっな傾向は波紋 ;il:)交が{渋皮であるからであって，もし '.11:1史放牧が紋読された湯冷には， 1 'jけどと三;ノ:し

よな京ノド:の ìifij r;-とも祝日'í なれ撃をうけるととになる口〉亡、F !11-L1じなようほ放牧季刊行ζ よる生;j'[!Uj(ま?倍されてしま

い， poor condition へ c:: J1t 移することは明らかである。

放牧牛の I!::YHj:jl駅前で， H J!ßi体Z室長iも約 430r.760 g で， I1 ぷ\TJ. fIJ fn の ;111'll}/z牧として間滋はなく， 1 作

1 ha あたり 41 kg の cattle gain ;;::';jミしている υ したがって，帝政物 (ζ の場だl主体f\ r.引のバ政IJ も

li!ri当であったとみることができるであろろ。

以上のように， G, L l. 1。ぬというね%に経!交の汝枚がなされたiWEd;ト liliにおいては?判n止の縫トJ{~R:::;~主

からみても， また :?'5産物の生産しつ rrüからも p 好ましい私をもたらしたが，その!}，，}tl.!ムが機 Htll~:;'Í\じ7)村山11

が主，， 1ヰよとなぺでいる は，村、;f:T~tn立の if司令では i尚治jがある。すなわち，放誌なむとよ一、でぼうがi菜食

のJf_~iU皮をコントロ'サレずることがノれ iiIÚ訟であるからである。したがって，放牧jj;~ r:日の配分法9 牧民放の前

Jm(t させる子段として巧弓自られ?前記のにう

枚、〉秋Ji丸牧の!11fl fú:て、あるので，まず 1 牧況にJ、る主tぁ;:双牧;まí1な1)ず，ついで{玉手;ま放牧 Ijj刊をnI くし，

そのためにお〔牧店主を役泡し，これらを〈牧災によるJ;\UvJ愉換U:~ 7;r: とることがのぞましいものこ考えら j レる。

);[放牧と J火放!fな;;こついては，土~!'i Fの注意を!認するがヲ秋放校{ま rtiJiiljが少ない c

B. r.fJ 防 Jえ欣牧:の場企

a) 11勧子制 IWJ(;rtM泌を主林yk とする(まうが林;と対する11文牧

本 FWI]lま前記 A の旦)との斜i介せで実r'j- したもので， ヤチ夕、、司J会主とする:まうが，，* !こ G. L L 0, 94 

という rji f!Í( r交の放牧j)支え10れたものであるむところで己のように， G, 1. L 1.ぬという納出の慌!交じミあ

勺ても p ヤチダその i、今な噌Hi'川口立のH{{主 (-;1 ，放牧事ifれ'よって[対t1 、円の tJ~' ，.I.;:をう i:J"でおり，まして

G. I. L 0‘ 94 となればさらに被害がjむ/にすることが予知l される。

:FlUどれd1t率については裕度比:伐とのたは顕著でないけれども，ほうがTií!トついてみれば然牧の 100 にjJ

し、て， 34 という状fんで?日j記Wi\!互の会一手 l以牧の4.2 よりもさらに{l); t; 、制Tl:í告示し

た。したがって} LﾎT ~こも述べたように採食卒は 18] じであっても，

Z'� 井 ;L-~ 苛ザヂヨ%:
ノ古ク〆 Jf1. T i!)ソヲ しかもす'i>----， T土の続続jj文牧のため休牧 1(1) 11日のなし日 J- が， 」のようなilE い花Ji日夜晶子Î'すよう

になったものと一号えられる。

したがって，たとえ G. L L 0.94 のいい限度の放牧であっても，伐のおJ沌ぞと対w としてはほうが

の成長を R[J i1rずることは切らかである c なお 11書店J+IIやは肘総(本手例においてはミズナラ，ホ月ノキな

ど)については9 放牧によ円でぼうがの riQ，J(: ~ lílh l} ずおととはほとんどだく 1 díJ記υ) ~ii手 J支欣牧との :uの J「
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九回 i可でなく，品、r0~ーともほぼ lパi般の灼向がみられる L

むける布の持牧/1ものについては? 、日のとつぎに1 ij:.l )i-音波紋牧ト、

t1~O)ネユ'~~:)T~ L，たので，;\の a) ぞ~:ぎせられたい

月VI'，(f)}点くは， i~ とのように~ HllÜ子主t::':j{{LO) ヤチグそなどJi;:LI!; 乍とする lまうが十?をもIg二 J しての

勺人を r.):~-j る J{皮牧手立iぜが認められたりでえ G. L 1.が約1. 4 0) 湖、引こ終肢の!え牧であ勺てよラヲ

して C. L L 0.94 というよj創立で点ヘ秋のj 同吹がな守れたよ九、;こ It. ,!'1, f ある力、ら、

然である ο したがっじ n~~l-x 林 )ílli ヌ~: f-~力、竹なるべくがり~{D汝牧がなされな i j" ;h_~:Kなに主し、こと

しなけれ(;f伐らなし、均九 このこ」についらない ι とがえí; J;j:となり，さらに，その際こ

ては!下!j 己 A の a) において泌えたのられ

J行H!' I: !IJj立制約ミy ‘ 1ヰヰム 9' .己(まうがい;こi09 乙}必牧、
、
』
ノ

、
J}
 

本 Fi出Ji主ミズ+ラほうが!外を対象としてラ G. L L L 12 という m主 j交に辺いでは !i 本ニカゆえ

うが合対象乏しう!日 11斉のll~U[o)Hj，J-正予:とずるfてさ ;tt， ;iょこものとあるむところが， ミンぐナラの

ミ 7~ :}ラiJ) 1 fこ 14;fT!とおし、でも ， -jj'~ ~5~: I\:，:-~:とよる 5菜食ののた介、 J土認められ !jll~l1' rft!);{"久ドピおいども，

あ"，た i):~t とくに制およくとの i!~ょうが(主 34/6 のイ菜食ネそペミしたりま/::' 4 ;~l'j ::{-;;t\_( 乙i.;、ては W96

イ号、の深し可]日;j' oyj:;d0，:;手;: (つまりち~~)--r本) I 主 796 であっこのように，終

ミズナラのような詩;~9 ，T'VLr-r--.i {立の不下も探役。 ))(J ，~~， l，:ぶことはおさらかどシ〉えご交正f二が自il'l、 l !iiCr!ーとし

ま lil Y:ヲ事活字ーについで‘があげられf ことがキてれこ依するr.f.J~ノ?υ)/に Jてし、こと万三して，

、f
、

古、f
l
、

ì_，刀、どのよつな限会、の%Sln;r， -c (土，ぼうがの制!日jh1:J.Il?こはほ"んどニヒア口伝与えていたし入ずなJ、

，1 う!}~!三七) (、てみれ (.X ， ず正のしi) 205 crn ， c メ~i しつが， rl'!,WlftJ/i. t:，仁む;士 ]89〆 --2 :39 じ111 ， 、V"YJ :218 μ 

i ノヲ

)禁牧民ょ，，) 1コ、初"【，λ~>\~ Lノ 7 ニ J そしてこのcm となハており 1 '}/:z ~投手郎氏上っては

i-'l mr 皮たつなさí ~ と~.L /)"えて:ような傾 ICリは，その fえ 16 !，(二ょにおいてiWi:I，としたれJi !j~!r おいてもめ

う))ふと i場 1J.t;仁古文カ')j'\qなり〈よりも f~\:_'F'すぐれに成長、じたとと lとっしγご 11 ， j主食ゐににって二交

がな i5;! Lたとと ， }j_<z :~~< /j::: の j!下事;以;己主ヘて村、 hl1カ;fJl lJ ，りされ行 ζ 止 p 了、)， ω 物製仰によるものである ;1)"':， ~ 

て{í'JÍ'f.;l:.;jしてしもないので石川である〉あるいは ùJ仕tJi 1?~~によるものごあるよ止対で

アロ〉ぶうは!(r yふ

Ýtヰ:の立は 1 イ{:.::/七材、コー/下:>ふ::;1;~ :>立〉ノ怜となっ v亡し、犬が"~:: J:Lとは/1 、さく， とイ i己保ィメ

ふくそにしたのまたにおい立も j::L女ぶ 1 ;1; λ)七山:卒くであり予 おう山え記長;ごついてみ j

k二イド〈川町立となり多照会本に対応してし"1 1ご r しだがっ\ì'M=fr川

う jJ!O) tJ:J ri':jlぷiえをず合えの J品川とおいても，得手放牧は

-
T
丸

、
F
j
y

v
 

、
ι
!こ(!)と fみられ，ユ :r うす(!iÿ; Jミ止の関係は s 木戸 i抗:;と;t:;し、ても l'i4H t!r:' :ïi\[.ii) 仰い'，'ごついて

九己 B (J) a) においてふふれた。

>1 ，':1刊誌jの放牧 lし):，つrl ,r,HEì' )点枚 iごにおける的:.r:~ 0) j'if~;l容につし、ては，投牧ngÞh!1与のスノ〆玄たは jぷJ~f'rJ~~ ノ凡

Vf ましいA'(' ，'キ

'-、，!!"I'P~C -¥7 'A":::力モジ夕、サや!日メノガワヤスなどろ:‘立とする j、

l trend ;.~):]とし)土 good condition c;判定 ZiL/:: c ":)さすじ汝牧/-t.:' l}_)ヲ吉川ついてみれば，

1 だれ、iif，j 780 g 0) J!'f!j'ふ i:F .-R~: 1;: )T~ いこれは 1111をに hî<牧さ 11.代弁五Wr]二としては良好なそ

になり， 1 ha jちだけのl民同体 in: r;; も 4 1. 5 kg で士。校的 ifJjL 、攻であ「た cL 1: こ
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以とのように， ミズナラ苧ブナその他の|後好ドリ I伎の.tffl誕のほうが体を対象として~ J.た牧強 );$t:?;: rtJ \lr皮

(本 !，jJi列jでは G. 1. L 1. 12) に!ばって h'r牧した場合には，総長の:[k)符はき;わめて縫ぼであり， ζそごロωコ詳矧[

牧3妥妥1:.:かカか〉ら 1仔下乏し Lい、ガ尚向f告司1ヰJ""へ、ム i進[隼主{汀J: lしいノ汀雪 』カ放牧4言渓4ぷ:等綜4 もまた剖Iì断ìJ引Jバμ抑J招日な先免、1育守そ絞け， l'混昆牧ノ本林7涼4地カかλ ら

i設(オ正ふわいj において i土体活.r:~:)も相，~:':~I .tftがNJi'Jできた c ところで林;本に!子fr二影響であるが， ，まうがは放

牧I1二によっ、てJ菜食 iまされるけれども， 樹ï~.îfjxT~をl5il容するととはなく，むしろ放牧:{'2禁じた林地よりも桁

r ;f:E 1, 'j~iJおを示した。 しかし， 放牧，季ヂ f節布Wf ~ピ三 Jよ:つて lは立:企;!l;'ど

カが宝j多手分;にとみられるので， lまうがおが grazing he刕ht tJれてある }l~{:'-~\-ど Jむ牧況の設定数と続殺 J'T段、など

について腎鼠する ζ とがよ5塁さであり，このことについては前記 A のめおよびおのめにおいてi主べてい

るので参照セられたい。

c) カラマツ iJ)的人じ料、 lこ対する JiY牧

林iktl 3 ~. 6 5jJI のカラマ Y幼続休を対象として， G.1. L 0.87 とし、う といっても取 JえにややLマぃ

Mc!l'x: ij会!支で，主主;~Ll滋l:!::が放牧されたの I[J );，耳 j交政牧であってもカラマツは被;f}そうけたが，寸べて防 I 仁.:.:>

なすりつけによる折:iJJやはく j支などの

被官，n立 3 r.. 6 干f.!l.cりや体総において発比したが，とくに 4 咋林(、1;.\っかi高 70.~.110 (111) において多

発したのしかし，被]:>手についてみればわずかに 2へ 4Q6 という状認であり，また 5， S'EI二/斗では 2% 以

下習であコナこ。ただ， Nx: 4矢作が休息地 (bcd ground) として利Hl した地域 指は， rpr，有皮放牧といえども

く，枯死したカラマツも多数発生した〉そこでとのようなιJZ，問、地も 717めて 4 1ド刊にわたって

rÞfé有!支放牧がなされたH]牧村;治会与えについての被安のた '1::た ó21と勺いてみれば， 6.8ha 

されたカラ?ツの水数は約 18， 300 本であったが，とのうち被;写本とがjえされたものが 1 ， 245 本あり，し

たがって被官率は 6.81，.5 となる。とのように，放牧強度が "];J r:哲皮であると舎には 3.._ (i ijé!だの jJJ :W~林を

対 fi<. とした放牧であっても 9 この f也2. 1皮主の{低忌い被;寄Tき子E率f字、:<勺;にごとどめるこ主と♂が J司守能であ;り19 荘混1牧1材休らヰ牛f本、施業|上今の:出i日玲題五丘i

iは立少な Lい.，、ものとゴ考3 察される。なお，放牧:季節 lご分けてみればおこ L 夏汝牧の波存ヰ、1がお'F ，(:;く ( l09ó) ，秋

汝牧はj国交的低率 (3矢のであったが，このことは 6 ', 8 n のこ乃はカラマツの脳幹や {Wj j:以)_{'I~~si~}なこと

によるものであると J冷えられる c

つぎに矧 145校長の状況;;';: 6 'F!t休 lとつ L

続投牧が 183cm，そ 153cm となり，継続放牧lij.\"i牧とほぼ|ぃj じ成長を示したが，不郊)j)C

:肢は禁ij!;(よりも約 20% lL~い位打百となっているっこれは季出]のr:jJでも，とくに .iI;~._t:'Y{ と森放牧のがj):I:

樹;廷である ζ とによるものであるがs その広~r)slを検討した結*，まずなj也条作(不良二L じ，~うおよび思議J

H]l) があげられ?そして説記のU!t!!.)条件 L被〆ド〉が:i'lf とれに 1m l.jしているものと判;J，伊された、

ととろで， 7 "FI!'，lの休牧がつづし、た 13 年'!:林;ごつい-C， Hfl日jおよび目茶についてHr川市7~ ri なっ

すこ c その結果によれば， rt1 !iW 皮放牧を frなった汲牧十本犯のカラマ 6、 37rn で，文牧必然じた村、 lîl!

の 5.92m よりもやや I ~:J J く，また江径につし、では1.[1;牧太主 ttlJ，の 7.5 cn1 1，.こ去J:Aí%牧村ミ [x r，;;. 6.5 cm であっ

た o ，とだ p 樹河口町!Jの木汲分布tj~{兄をみても~ ?l~J;校体処では 7m をどークとして(ìr'8m Iご多数分布して

いるが， fA牧林地では 7m をピークとするか(ì '.7m (己、手数ÿ}Jュが分間f している。したがって，本事例の

ょう iと，む， 1. 1. 0.87 とし、う 11 1 [，亀 rr!:汝牧iß-~よさ γと 1;): ， 1:3 tf!: 材、の成長状況は放牧を禁

じた枠組よりもお千俊伎の似(í] がふられるようである c

キ;試殺j也の楠1t: 0') (ま，汝W(:_~_:! 初]はクマイザサマ本"王制ーイ耳、Ï;q.1Þ:~nというであ勺たが1 4, 'Si 聞の汝牧
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て七/のような主勾:出せずに多によ

訟にJコし、てみれば文社、地で(まほとんどふんしれ、状づ生ミ'コJ\ し，ち-Uiえが、では 2 ~ :3 '1'.1:引土むしろ J1\'以とな

4 ir:!んでど; I二の減収ぞみ/、ーハこの主うに幻立.'-作ぴ J の関係 lと〉いては，交付、お1]の h'í !fvJ 熔り，

y叫
L
h
f
 

j
u
 

s
-

主
i
J
 

た;'，j，~(ょう.fair'-----good condition でがぴ与されている〈っさに汝 l主;司自の九戸とつ V \てみオしば，

ではおる Jß .t;;'!慌に 3Lt い;)(.~riJ ?f_.ノ)三!ノ 9は 511 g となっており， 11IJili ，;ご牧

また 1 ha あたりの]釘 '1(iド十I\: j\:lーら 30 kg であ〉だ

し t: iIt:f川本おし 1 て(土， G. L L 0 ， 87 といっし ，レ二、 17" ..，'-t 斗 ~.y 川 -/c〓 ;γλ l.-j. 1. ) ア
バヘ L_'./ ノ七、 ノ'{'._ ~ l ,j,/ 吋ノ九汁l.i'i戸 r-'，て λ1 、〆 J 

際 i J:，ス本 ii:松山 ι ドするととなく~ 4主主主 J:l 日)íJ ~f: もみられず9うえのえが;， L 

およ ;f 1 11"，わたり 30kg の体 iT! 会心主から彼するととができたむA方‘もなた-(J/i:'つづ，

つけたが，料、怠!1Q J.'，J 辺の封h~よ ~c. J仁ヵニy て〆ツ{ょや iよりっし γて♂，krd ，;-J，J とろで，朴、本{と与え

，結牧公休としてみれば3 わめて低い被'[1;ネにとどまっ中しており?イごはlff ネーであ

だわ L たがって，人、(こづいごち 6 ド泳のごろは以吹く~~;tj~ じた j;\， lI15，とし\:引臼j今ま犬はおーFit~かった

力、 131AJl河本においては女手ぺL じた杯入てに"，もずJ しろ川 iふ交ともじ侵{立であったο この原Wiご

っして lこしあるいは立 r1t~~ミイ'"1:(とよるものでおるかもしれないが， ~) _-'-/ 6 &)川内村、にわた F、て中心!交の Jj交!肢が

たとこ;ごより，氏牧口二;こよる i~~，i 1立な立本や汗、本郊の 'l'nTD ， すなわち下/ij i)に係じた機能を ::t.': t，こぷ\!J

林Jit o_コfJI'J， J;~，などもど‘え ~::i るが;九段階 F〆は日らか;こさH ていないのなお，しにーとと， または〆せによ

と\ (，こもi、 ít' \ ら判定して，出牧休としJ ての平I jJlJ
?一，.争、9

IJム， <()_){~ω 干 {yt ，点以牧 Gνトで打ち t刀っ

る ζ とにより，牧までは;'J手:LJ) J、うにJíf;;-:'~ 芯 ;1/しこの際にはj砲皮 ι~ I沿伐と波打円安i ま 10- 12 

が良であろう G したがっ MC，!削:\c;JjUv~iJ.¥ Lt.1 MT ;を j} づc うるととも l ご.tx q')(--q~:. 0) ::f多助fJも〉をィ手持 :ι、ずるこ

[主である場には予 カラ γ ツ人 )1材」本、そ本Fと~ >完f平、:主象こと iしノ/たこ泌牧林:は三ふ引後f交〈ト約j 1ω0 1年f'!怒日 lは立紋 f牧i巴汝y:ρ小11日J

が;ぺ[認でおり、この :~ìとほとの関係.~~:n1視し.とれを !I今味しながらめることが必要
ーか ~._-'" .ｭ

九一ー λコ〆

ーである。なお， f\~ Tii 1"[: '.w;~の fjf(I:Âこについては， ぷぃ式主J出イÍ'IJ nJしり l あ16& 災fJ ::In六うる。

C. 党派;[:<O)Jち

プ 1 ラマツ土!j 必';ì 人仁村、;こ対すふ fl~ ~t~{ 

本 ejぺ刈(.j: :i勀 n� 13 の仁〉との長'1子せでしたものであるが) G. L L についてみれば 0.53 とし、う iEJ交の

っと f ろで)のよろに G，.1. L か 0.87υ ))Jxゃくであっても令総 !l: ゃなj り:') ~，了によ)/(f文が l，; ，~5 Z"L V亡し、

して交のj;jz'1文ムなればそれ Ltl二の口5 千くとなることがる淡子+~;!コ河本ぷョ i」」れゴ:~ L -c :)c.(:ドしており，

4 年JLtネで 1;1 6~、，996 ~ 5 ，-"-~/6 壬ril. 体とは;1 し，こ 1-1'-') r~li 1芝炊の1. 9へ合唱 6 伐の波となっており，

~~〆-4.0フヰ合、した l 、

めだ校体J!iJ 念h~についての被ついて，ぐぶそうけた守、足、 H2.周辺地j求長も.1こ 6 {I'/I: 、校校の終

日子千くにつ vγごみれば~ n~t枚林が3‘ 24 ha , ど 1'-[" ，;:，:航哉されたカフマツの本数は約 9， 320 ぶであコ fニ

とのうち1， 66吉本が波宮を 4 けておっ? 決';g〆主;(;t 17 町 89()'となる。しれそ!!ílJ己びJ ト 1 1 1M l!J:ノ放牧じっ jおと7/)1 

どくしてみれば 2.6 iドりとなっており，交放牧のなさ fL/、 ;Tì\'ik い、 Lill では乙のように 203ぎに近いM~~~W不/ノ古

つ授に， but父君主苅7己分;殺して紋日千1苓_ ~i会討してみれば，枚挙の

すぎないけれとも，春子:やIJ~滋およC、五十 ~f火比〉紋 ifA~jj反おくでは， ).:~に 20.21形

会ノj、して v 'るし，の11Jj Id 、こ

jlz牧 l主総三íi\5lZで 4":J

l ま(.i::']t司

慌の抜1ぎにとどまるけィ L(こも，その他の:季節は -m，'pえの決:ム:のすが子Ij然なあらわれている。なお，秋手

のぬ;ヰミとなっているつしたがって G、1.1. 0‘(;，3の窓Ift.}f;z牧'C ，1うっても，
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放!þjの被害がイ氏本で;ちることについては [~ífH己の B ののにおいてもふれているつ

つぎに *LJI-~.í成長の状況を 6 "f!f:_;体についてみれ~Lf，淡秒、 i乏の 195cm によJ して 159. v163 cm d: 伝ってお

り，汝牧を禁じた休地の樹!廷の 8Mb 強の樹高にあたり， ζ のことはlVj記のような 209'6 に近い被様子ヰ〈が採

閃になっているよつにも考えられる。また 7 た 13 年生体についての調査結果によれ

ば，fU芸;欣牧を行なった滋牧林地の、子 t~J制 ?üE(.j: 5. 67Dl，平j~J)陶 IHîtÐ筏は 6， 9 C111 であったが，これを紋牧

を祭じた林地と1'1:;;1\交してみれば9 樹高ではこれの 95.0'6 にあたり， }j旬 li~'G n[H:終はほぼ 1:8] ~1fi であった。したが

》て， 7 tl:':間の休!肢によって:立E主政牧がなされた林地のカラマツ;む相当 f五回復をみせており，玲Jr'おてては

わずかに 59;5の九;向 rr6 iHI筏はほぼ同様という成績をと示すようになった。

クマイガサ一本三時立ーイネ科卒鎖という加で，:5 '0 たが， 4 !t-r.i犯にわたる京!交の

放牧によって，日jKヌト。秘的が誌に減少し， /ì三本践の1ft.おな?~~.へと移行したじまたクマイザサの収訟の挺務

についてみれば，放牧 3 ~lr-: [j ですでに初年自の半誌となり， 4 ~ご11こは 70ヘノ80汚の減収となった。すな

わちg 茂 f交の放牧のためにクマイサ、サに対する .{f<.:tF 1][をおめ， ~j'!燃にこれをÏX l1ミレつづけたために，この

ような急激な減収与を招いたもω と:'5'えられる。したがって， r，.f;床は低不玉虫や iFiJ木剣の枇婦が優勢となりョ

クマイザ、サをはじめとして草木鴻がω泣い ?li!校体地としては poor condìtiûn へと推移したものと判1と

される。

放牧、*の発 1'] (とも況j史放牧i土滋影習を i}えたりずなわち， 日休没{へは 272g というきわめて低い数Üi.lí

そノメし， úU!)己中 Mf皮放牧の場合?の約半 fみにすぎなかゥ fこ。したがうで，単位 I f:ii îi'rあたりの夜間体長後も少

なく， 1 h，すあたり 11.4k去であ〕/、:均九 こ才し 緒形:こすぎはか〈たっ

カラマツ 3 ~'.， 6 主f.:~tの~~;}] itrrJ林 lζ対して， G. L 1. 0 ， 53 というやJ交の放牧がなされた場合の， 1キノドと，jli'[/j 、

と家涜iζ対する反応は以!のようだあるが，林水については問題はあまり )ç 宍くなく，干高生と家i吟;ぐには ltil

f認がFjEされているものと考えられるむすなわち，カラマ、ンがうけた淡ylj: iま，たしか:ご 6 勾生林のIf寺潔jiこは

秋放牧:を(なげば 2076 の被安率そ7Jミし.然視す司ることはできないが， 13 作生材、について じた結と

によれば，被安水と枯損本の 1% となっており， 7 :-L:r 1tfjcD -j;;f:牧 rjCl 1，と大関:こ[ゴ!被じている。まt::tM

高成長についてみても， 百年生林においては浪牧Mdltは祭牧休地()) 80'}o の樹 l'ちにとどまっていたが守口

し fこ iJi てて、

ツキキと江:ß~文 1不とし

がなく，カラマツ

じた林地とほぼ rü]'~~~であり，胸"rWG目立後も liiJt近の結果となっているの

に限定せずその後の休牧期間も含めて長期的にみれば，放牧をむのなわないカラマ

したカラ 7 ツ体との il\j(と，被得の校l支および)点N:の/-:t_からみてぬまり大きな日き

ほど大きくないものと得後される

しfかJρ， lしJながら， 普洛fg]滋2工に1物l防今のと生主注fμAえ品は立五式非:ドr判Lγ只汁常

iは土， 液約;辺o 270g という;数次f伝筒(札uは立λ非二常;こ叶{低]1 く j 地からのJ氷山~盈も 111乱当日 Hkg にすぎず， låii己の q:J nf11交jJ文牧の

場合の半:詰またはそれ以下であり、 G町I. L 0， 53 という放牧;強!支ではやはり i加をしたほどの的体設iii も取

得体蕊訟もみられなかったコさらに，トドJ，l(楠::.1そ'i-:ki返上からみると，感イヒの方的jへと.í1tl了さはナ二。すなわ

ち，飼料税としてもっともま~t }_究なJ手本支出、を京j墜させ J -;;:イザサは以枚当初の 70へ 80;ちの iAに減収して

しまった。このととは古íj記のl.t~夜ttbjOコ主爆の \;lι少と深い関係のあることはいつまでもない。

したがって， G. L 1. 0‘ 53 の重度放牧は休業iWlからみればえi知的にみて ztずw'r'容できるとしても?日庁fjl主

似ûからみれば肉JlVI:(í)発 'ÞU'を ?J\.~ざい奈良i物生産量が少なく，また内見守ム古刊誌の誌でおる川、.l也 ti.Uと;;;:.~~イじ

させる結果となり，滋牧林として施薬ずる ~tfjfr~(刊は，乙のような ûn乏の放牧は避けなければならないもの
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じ句入小北

される

なつカ~/、小 lζ メゴγ|惇ソ\Ií〆ンドイ\と、
ノ

>1
‘ 

いうお~i'.i:1?.i~tの )L';:_t父がはさ 4 した。じ〉託、:人 ij た色 Lつで ， G. 1. L は 0.29以下伊']i J:ìij口! B (.}) 1九

ミズすラどのP針子炉Lr!Jí立紛れ jßJ'主食佼 r14/ぷうし たが(て、 ν)J、つに liÍ'r皮 )l<t~< ドにおいてご、えも，

ハ記エキ1力えれゐのはである。ω 以牧ド{と~:ì C 
一-/~

k l \る i)\r}[~ "(了 Jぅ，)ョ主

4 勾ど主;' t, '1-ども 81し!と 8:} ~.-:-市%~こ 1. 、て) .-'i 礼、tで;長f辻され，:スナラのずと;::!-:)ち，

しか L松卜足以と関係O_)('~~1 がが仏三さ jγ亡 13 り，/'" 
J ノ

I-r, L 1 パ、よ}、 J、、，、ノ i

己 C /\ノ〈切三二イ i ノ/;"町 ヘ9店ι。で i イ

_，r: レ》一
傔 ,)) _~) j:. ' 

このような lじ皮の !JY牧かな己 .1 iノ/三 t;JfT?に(正予放牧ゎ、ほとんどi(í されごしまい〉会不 üいとも

2ふマあったが， f;:},:' 4 イ jJj ぼうが())波十二 i 二 rついてえ牧校{印仙のよれも flk~ドであった ζ 一主

卒、の〉 しょ 56 ， .71;'6 で HI ことみな工才", 日、

J し、 jノがは"‘.1"1 た

一波 if.くの ζ おいとはミズナラの .h!î死株/):~ 255ó' ν〕允 41 そみて
、]._

辺正. -
I今N 

可、
てP

きわめて大ーさかっ f-Gこれを1..) .1 肢は牧の 296ζよじ抗すれば去の

つがのIiさ制つうがの、コ訴訟符を及ほし ~1以 iこのよ:うな以しい点状ま

このような t~{~h< 1:1.1ち広まらす、、!iJ:牧手:づ六じたイネJili，(，ノコ 66心 Iことと" ..~.り、ピユゼプ ι.1 非伊 ,.- .~-，ー
勺ーメ)'.，;ブ L;) 、イノ

その 12 日日、 if)rこうて件、汝の事ぎなかったっさら心、終年(/) !1 十においては鈴牧村、 IEの 5~Pó

ろド交のf{占渋!とょっ亡も s 司支/以4えのなミオt たが、の担主 2.6〆、 3.0rn できゑ牧し、 f二 16 こ

ところで，ぷ、;こ v寸し γ亡し:放牧季節犯のよまみおドJJl (i') 3. 4rn と比J 、 ι0， 8 、 'O.4m がみられ 7ご

であったと〆l ば !YUf.. ~LSべたとおりで為るが，民、i 1山ふ L-:dこっし γごはおノ箔ともでなく !/J. 佼ト

/b 休についてみれ反〉務〉イ長-.，.'~r);の継続JsSc~'女;ωW[あらわれ，し、て:立刊のγ、がJむ佼以

女iひら!向イゲ lCJO と -9~ ば 87， 66 , 50.~ なりライy、 1火の紘紋)/，， 45z(土枚以牧の、↓勺 ζす仁、
t V 

このように，食ネがじであ〉ても約成長につし、ご;立法ヴグ，ともま fこ 66 ;〆とどまってし、土:

か 11ーする C(::} ぷにが!f:d久 "rLU;沼があろとと三ドノlχ ぷ干x;がノにさいことなどについては，

今まてげたびたびべているのて移烈ゼらわ.l:: し!万

272， υ400g ， 51ノ11 政の i、1 (工会 ピミノと上七絞すれ法、HJ 、引 j~ つごいたコザ なわち司

芯 í3ωg ';C-'~( ずぐず，日本丸ム]^fj t!D" Ll‘としては m:円以 Ilú.;~: 〆J~， L，哩 11 1 1説 J!~~H~ :}5(の '17::必 iこすまなかっ l.: じまた 1 ha 

1 1 )相のたりの淑i、ノド 4 1. 3ky 

とするたj)~\~t).へ2:， jflii I ノシパやヌカ午 Tふとづ:lγ1 レよ、ち
4歩、ノ

~- � i ，、 i. 円!十、,1 V ' l... ν ノ、〆'."，丸町;tこ林日!寸官僚

しでもやまだilß4文科、地主しでも好ましし、も

と移ィ j- 1ノ) ，jli~l.k):ft{~よ poor conditioTi C むされた。

ふ .IH..tllll 寸l.::、
山/

Y ヌ i
_.、しかし，

し犬がノて 11、 i 立好ましくなしジコワ了:止なく?

Jι! とのよっ {c G , L L 0.29 乙い弓主のuj校:む にらるミメブラのほうがの波ヰ，~主 j;'::J くし，

そのためには出i!'d延長いちじるしく rn よし， 16 1， 1:/ 己十人にいたコても i へ1\ 1[三 f十守、 1)うfI !jJ見りlE: í主放:枚、の岩手

ミスナラ i立 H針子tLiま Ifl{\i:のトて, 1 、日放牧や必牧とのがらぢ、上らなか円たり/に米.ガH、 ;;l;コ-叩'{、
L 足人ノよX，i _') ¥..... 

7~:\~ り p その給公以n川、ト，f:ii\q与?としての令 ì~~-jめイI
r-..~ バ、 1"" ,_ 、 町 ザ一一、、 i

占人ヘゥ仁， "、ブ、 7 (/)つ
ず}、P
Y) 川、

，た二 7.. rrtHf↑であっても，阜の波:枚以芯けねばならなJ ~ヶふ/、可、，.. 
)Lï~;ÐVノにじり生、

J 
i nのよう

いこと会、 υてし刊しさらに iI皮汝牧{主将人法七三イ、総!述、 iこl_.，以J~~， )J を{ぷーにさせるん渋とな U~ また

波紋 i[占りただを FfJ:にして伝説tztが)ん

，えに注しなけれはなら J11 い。からも 7:勺主 íilijからちが多く，交付;;むそイつ
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( 2 ) fi\\i 号の放牧

G‘1.1.によって各;;J\~Ý!の放牧':会皮についてみれば多 11蚤皮 H!:z牧(-;i :-:.1ナラほうが，t~;を対象とした 1 例のみ

で， rÞ r#O芝え牧iまニ1 すラ iまうがjふとカラマツノ\.:r.j;t;の 21列rj， そ υて近皮放牧l主力ラ 7 ツ人~[林の 1 例でお

った。なお9 総半はすべてコ 1) ラ'ーノレHiであった。

A.II長)j\UJ文毛足のおf7

a) i潜t子性 i ↑1{立科、I将司会主材、主するほうがよ1:1と l:jずる H!，z佼

オえまもがl;z コナラを t林本とする うがネドlζ ， G. 1. 1. 1. 66 こいう本研究において i土もザ〉とも隠[乏の放牧

がなされ士ものである c しかし，放牧キーによるコチラぼうがの:兵;江容は ilJJ らかにみら才 コナラはJ:i'~-J浮沈H

t均の 1 F\\ としてあげるととができる。た t:: ， J%食取の点からみれば 1 年長の務季 (5'" 7 m がとくに苛

ネであって， 8096 を越えたけれども，他

食される絞皮寸.，夏季や秋本はほとんど採食されないという状滋であった L したがって， コナラ ;j: 1i改正父J:

(7)J菜食の対象とはなるが， 1 i[，!lの在号さに|絞られており， G. 1. L l.(ì6 という，1珪皮の放牧ではコナラはな

しろ昭二好tUl:í: 1立樹松とみても悲し支えないであろう。

1J_ ~お， 1 年生の 5."" 下)J~こ *[1 1 して採食された際仏jについては， この[!告別のご] -7ラのほうがはすこぶる

軟弱で採食道れや j かったことにもよるであろうが， 飼料立

fよ、十分でないために，この n)j 却に[いり J/;(投球fE:は足度:であ J たものと jft:祭され予そのためにコ

ナラほうがに対する，飼料としての依存度そ rUJ めたことにもよる(: :Jj濃される。

このような採食の程1交では，コブラのhx:.-r~\，こ対する {lì_~~影惨はほとんどみられす\ じた料、社gの 5

330cm ，: ζ対い経度放牧o) ，>I; tt!Jでは 3生Ocm であった。なお， 1 主;:-:~との!ì寺 lVH乙 2jlIi[ノてお:食

された務放牧が約 290cm で，仙の~，s ~Gj ..):. i:J もぷéf{ß:い樹 r 2ij{:示したが，以f.tによる生時な条件による

ものであるか，あるいはでJ

放牧1M]始当時の林床;ふ雑Jti\;Ø{ (イネ科，スゲ恕L シダ~n~ ササまなど主く の優勢な矧J上状

~~であったが， しだいにイホ科革新，ササお\， ;;仁木績など cDHi1:~\.な別へと批下手していった c とのことはp

もので，とくにじ. L L 1. 66 とい 'i的支の放ちじであり， ま

た家主告がおi竿であることから当然の動向と考えられる n また， jb;牧'lにとっては晴好'f!t c!)オマ;:~(.( if:;し叫{)jK

、)j'1Iこがコし γては， 生年間にわたってほとんど増減なく紋持されており，このことは放牧強度が収皮であった

ためと考えられる。放牧羊の3己資上の問恕はみられず，決?j( ijl;ζ)}\1/1命では 2096 の治体定設を7F L~ 子 :'f

では 2.3 {誌の見守lJk となりが〈牧[ド lこ 15.~17 kg の憎体 I限設をノjえした。

このよう iと，

Lt問題がなく，

される場{?には，伐採、'1"1 からのコナラほうが件、'Î::.Sc'J訟とし/:ご滋牧外、純業

コナラは放牧そ祭じた林地と|口Hみの記長在IJ、L"ほうがlJiqvr会妨げることはなしL また村、

よび牧よQ:J]iとっし、ても 9 ;\~~t;轡を与えることはなく， ft!ソしは good conditlo!lで*1t.t# さ

れた。さるに放牧羊は rJ)t .ナ学ともに)l1t!凶なL1:践を続け，千五宝物三事例!とおいては泳毘怠〉の状認滋も

先千J 、ご，~ ~-て丈 ~-= .f-d" 
"�T J反」じりつ/":"'，)

しかし" G.1. 1 が1. 66 という紛ヨ f:;終 l交で放牧がなされており，牧林地としてはrだ際にはきわめて

Jl:い riii ft1 iが裂求されるととが多い。したがって，一[二j{l，の集約和JHJ の IIi Îではこのようなt怪!交の放牧l土問題が

あ iつ， G. 1. 1. を引 とのことについてはつぎに述べる

B. 
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ぷ
υるメ7ぺ牧村、:係ご

日され什 j，，;.-r林水とするほうが i不 iこ;、j 'r る j戊牧

仏 I唱 し は 0.88υ)::jJ!Nl主牧で Jうつよ:本 '11 j91];1 •)íj,jê A の日)この五Il{，'せで:た I ノたものであるが，

受」し、っても主二近-;_):'った。 J. ころご白が，の A のめの約半分の指紋こなっており，

5'-~7r_j i こ;， 11~i' ijRji~されていたがョつ J ，li 1交 !jj:40.:コナ?の:まう jJ ;U_)係会は 1の主役?えの沿には，

7 '.10 ノ]校および 2 々で!J:.以降ではほとんど以食されとは伎の 1\Jí. !rl 店、ノj~ 1..1, 1 においても会く

:ヨば 1"]ぺ /r5の j正のむ1江Ut ， G, L L jJ 、 0.88 であ〆ノ "ιL 6G の J}ò{jした_'，てコオラ才しだかつ

っており，汝!次公J;~ 1.::の 321:) cm Iζ 必えであったりf.)HI':: ，'j')J.立叫に戸川、てみオドr f� '{-f/七十字で 303 (日1

i乏しても|イJf.いが，々とむ久ま fii.少であった」したがって G. L 1. 0、却の 皮汝 i台、であっても g 主p斗ド

アニ(立!古とんどなく，政牧そTよじにf 村、とほぼf"P'Jl史氏) )点iえを志11，'S'0ナラの:去っバlUl)同ニ Aむげ

i:ことがてー.-.: .'さに亡

でよらミノ

あったつがしだいにイネ科っさ二 ijJUíl幻j丈t>:とおと f叶\U 係;こ'ついてみれ.f -;I，

とのような動 I ~--l.J :~ l: iij I j r\Y~~のお!支放牧とほぼ外λのがi ポであササ)';1，プトノ[，おにおき:免去らバしてし「つこが，

支放牧;においてはがi}i'正月i の;\~~_1-[( ;0.t 況だち ， <[r.fJ交がけえではJ-.1f!以があまりなかったっふ# グゃ
っ，_ハれω 1'- ~ 

る li~ItHtl がに 1'，以\ために，

G内 L L 0 ， 88 という 1幻乏のもとではもらいつ以皮が持i士i に'.なり p

ぅJ53矢される J しかい ~;:{I:_いつ俊!投手:心点では r~，-~j .~j1:1 (. ~tな勺 fair-九 'Wlod condìtion で維持子、れた。放牧ネの

したがって減~X在引いたもの{人

ょ:こっしγしは，放牧ω滋i:?に !ffli''，'l 匁!が減収となった

疫においても liil'i，泊なず三夜会 8:; LJ:. 。75"1引ζつい"は!日:誌の主欣1伐の l0.i.'('Ì"と jそく I"jift-c あ

311た川Ji:~ i\ の a) 'T~ ば G， L I. 1 、 66 といっ1':1

などのりと一見、についてべ， し ì -~)れも山なも日、ぞているが， いす'GωL I. /):え旬、ドうれこ:'s :lんた 0 ， 88 ぐL

られた、J む")とも 0， 88 とし、つでもこ 1 けま 11'! ，hv 、ぅ;戊牧iX，Uに;とおし「ども，出!}.t!LICi文と i 迂 iま )-(\J +京 (/)~:è~i'ノ込:が

皮汝tx:の，~，二久って主?り， したがってr_-IJ!知山氏牧it- おしいとも:; "J~ フぽフが付，~1:，対立くとした{足以降施業[

のはほとんどなし 2 も ωc 巧λる。したが t て， I[詮[主J土ヰ1;: Cl) j~(tでとれあげに LJむの十lunについて

よf し 1 亡も約九、-î;'j){j ，\j-:xl3でよ〉忍すれば、/�) (� 
Lハ， " 

ととにな， G, L 1. 0 ， 88 が~ri';の際主J: として lょうりこユがで主るであろっ υ なおうぷ先においては

G. 1. 1. 0.8 以下の J' L(工仕えのう;1/IJ か引い心で。 Y のよつな之の!己〈そどがな 3 れた合。〕コゴラのひ!心心

はり史民:文総生とるの状況について知ることが不可能であ rムが，心事件.c どな ltlJ~.才ょしてみれば，

えをともなう ζ とがく多くョ G. 1. 1. ìこして 0.8 内内、にとどめることがのぞましいと〆診察、される c

カラ三ツ幼釣人 イイミ(ご刻 T 乙 j以tx}ヲ)

ぷ例1J;:tカラマ、ソの 2 ,'-_' 5 i~;♂:，:L江鈴村、に， G. 1. L L 18 (1) え牧そ1rfζ t.こも ωであとが書作 11お

った υ レカ\し氏牧、fA lよカフマツの似Jムや止法♂採良し，カラマツ!之と C. ')ハても

はすr.í.lf叫にとっては剖刈おのおつであるここ苓示している q とふろで，災会:よじとして 2 '.. 3 勺/'j:_俸に I;J"

ì三-)し γぐみ;しET二 2 '-'.-/ 4 人 Ç)t皮 :g}-F \.念木位!と \1 するらオしら

肢の牧れこおいibJt) 》カラァツ t まと j料は:あるが民主主;こよる被立予(J' 6'" J% 止いう

も>守
宮
町
Uあっ 1こ。なお， :1菜食された 2' 4 勾'~:/LOコカラマツの 63戸， 185 cm ，:あったが〉

より政:投手の sτazi.ng he1ght 会flliよできるも

っしl、てよ七

これ

このような被認をうけたカラマツの成長の状がそ、 JiÝ校終(討にあたる 5

食;干てが λ-) たのは 65，~.120 cm. であり，

ペ訂乙のと JS
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J') 260 cnl.をノJ~ し， H5c牧 ;S; 禁じた村、rù1，(!) 250 cm とほ Jま !iij総の成長をぶしたがg 校昨日iJの本数分市の状

況をみれば，も士牧林地では本数分布のどークが 2 1O~，~250 cm であるのに対し> :1' J前!支店主牧の材、地では 250

へ~2ヲOcm であって~ :Ji~ f)Zをff; じた休地よりもぬ牧林地がえ!.I;::f しその際凶については，

放牧による生物的な条件であるのかp あるいは 1'L均条f! によるものであるか不明である。なお，放枚季節

IilJの jii~については限表でなく， G. 1. 1. L 18 の中，lr:tí皮放牧であれば伏牧季節についての問題はないものと

考えられる v

ところで，十本Jtl~tζ}{~枚された納 è(í())移民結Imi立比較IfJl又く，内月j午のように林地全般を利;はずることは

なく，移動i注11交の)1:'，'i\'1ご「ゴい1t!í，l)jZや，ほとんど務動いないJi~)或などがみられた。そして，移動強度の bhい

地域はえでは公休地の 20% 拾を ~i めていた;うむこのような!tl!.Jj;\tでは被:与が比 1出l(_j多く?再々の

保食によって悩型が異常になったものも発:1 した v ところで， ζ のような地域は一般にお校舎やl庇除 5?な

どの述物や，品(i'りや木戸などの放牧施設の j山立に y くみられた υ したがって，被害を低*にとどめるため

lこは?とのような放牧iこともなう施設はできるだけ総体J{~YI へ燃してl設'-Lずるようにし，またιj合によ勺

ては施設jJ4辺については泌を打なわないことも考えられてよいであろう。

rlllr詰皮以f伐と継~L投務との関係をp 牧至急上好ましくない午矧， ヂなわちとメムカシヨモギその他の 1 年

!t 午、:ド tJ(j， およびキン i ズヒキその他:t;L :blrJu'[iJj)，不在主 l.!k rJ: 1Ktí)!;で↑姿勢となるイミ玉川とよって日今qえした c 乙

ころで， LI~ 11tH主:放'['{ではこれら好ましくない平瀬のi.U:f山初、lrtはしだいに{氏下し，やはほとんど動かず，

収量はしだ、いに減収となった c したがでて，枢_f. ~l~:(ﾍJ iJ\r~買は fair conclit:ion と判ずることができる G j{~ 

牧、f' O)発背についてはとくに 111J15はなど，月比半・ f' 平A ともになJtlYをぶしたがp ただ樹が料、年の体

I{;Jをはるかに議える林地においては9 授、孔 1:1，の fヨネと子手そ l!ijINj!と放牧することは9 子羊と 1)]半の佼'íîn:の

仡li i~泌が EJ;ぃ;こ lJI&ít となり， 子学 j) 玲 (J 治勾，" :1 低下ずるようにみられたのでtt;~与が必姿であろう u

以 kのように， G, 1. 1. 1. 18 という縫!主に;Ij匂い [['J脱皮で放牧がえよされた滋 f?には，カラマツはÆ'f'fiぷ良

されるけれども被;'g王手はきわめて íiS < ，出JH]í民k:こも J返jl(_容を与えることなく，放牧を談じたが，j世 l- 泌牧

卜本土色はほぼ泌総ロ)成長在示した c また主 EZ:波紋ドにおいては，約1) の {)1~U'-t t}~ )'~~~を jf:1 iコることはなく ， J.& 

攻+"も立たlI~l;~jn tげさ也、を待する ζ とができた。しかし》収j"Ui包設の設定には十分の町、が必要て、あり，

:l~f:E旦!こ Æêt 、中将;交であっても，このような施設問辺のカラマツはど与をま Yよかれないので> lIßi文体施業と

からは i1iJIこ述べ士こような?二jえが必Eごと:考える。まだ子付きのほ'(':の .tí :t，えについても前(ζ述べたような問題

があり，派分(7)~えì)~，放ちCI li1 !l}î lh'f切などについて 11今派するとと七;む低木刈!のメlト弘、いなど然脊についても

阻ん設ずることが必要であろう t

C. 窓 l文校校の :i'&{1、

己) カラマツ幼[1m 人 L.休に ~jする ，~'7t'J

本当タ1]1::( 判記 B b) との組合せで災行したものであ， G, L 1. 0.70 という i f.i，"]支放牧が 2 "-5 ;f~k 

のカフマツ人[体を~ZJ;~ZI~'( してなぶれたものである。 はじめに，カテマツのj~食主IJ)状況についてみれ

ば，傾向として :;~ir]üぶD 度技:色じのよらj 台と向じく， 2 ~.' 3 壬1ニご f三 L 、て多党 t./ ~ 4. +Y 1:.休ではきわめ

て少なくヲ 5tiJJi- 休では与しなかった。 しか ιJ被安二、FI主任i\1; こJi :î.Jく 2 司二 1:1'1:;とおいては 22~ ノ27.r?6 1

3 勾 l主林では 22~"25匂をノF しており) G. L L 士、 0 ， 70 まで下げると校長持江主，~i、;ァ 1'8 1えする似 riij がみら;f L

たひ

このような r~4î l， ')被害本を7Jえした重度放牧〆ついて， これを放1女学的 iζ ノjJ ヴでみると秋jえ牧が特y;t tJ 伐!i i]



89 
、
、1
ノr

~
 

t
I
 

4
人e

 

s
j
 

i

ヌ
モ
干に

υj るぶ;訟 Il'j {ì)f')でよーイ以外 j七千、

:3三f 本 J二 53 ，1;;，) ，~~: .((て、秋以牧(})_{ノυ\1，;二おし叶μi式決ヰュが 2:q .J 村、~(' 4.19f; , ヨ)会 ;J 、 j ノとし、 7ニ J

。そ'(二このとしT Íic û半、イ'~)i シんらL)'乙しとがで~-.，.:;:ヲ，すこよ:る!日J j~t.z 0) -:;,1). :'/;令'うス

イ J

芯計!，L f_(lしJ 、
一 t 、 ι ，恥、

」】 i刈ιi叩今♂n lμっとろ lとはお子íiのノ分がおlìYヒ(ノ? したがにと、ト.J して，プJ 7'，ツの制圧'~;c: 1Ic-{{ 甘えま

』ノJ~h~が〆).~'iいたことによる t のであり p この，- G. 1. 1. O. 70 以!二の itl'j なえて=放牧がな♂れた

えヮれる r 、も())

う 2 土 259ò !ij 外 υ〉被をうけラマツ「ノ〉位、 :î ;1'. L バヰ (}j.x牧:2 '--'_' 3 .;_-r:~ ゐ H: 0)IIJj)lJj iζp 以 I..d、、 l:

ついてしたが、;えによれば， γ í1\ o) 総統 1;y' I[i(そした怖;九日〕、I'.jメ 214c111，ノトi~j以吹引土必 Jノ 'F)

:2 29 仁郎、千 L] :225 C111λ なっており，に~r:;'土 i_::.lこんトJ't!l t/) 250 crn と Jぴ~::< '~f"れば 109( の;Ji#;となっている〉

九ちっ t) 木治のま:、 l'l(V<? j() でめるがョ決を渋のそれ，は 2H}'， .250 crn c: 

12iJILl 町波 :1;;'本正社、!ノん伏放牧のつ《ぎ ;ζ ，己の i:L:ijt ノ}5S~牧の ílf 牧寸、:I1Lil if:\;.i.j) 仏 1;作; ，~~ 叝]l t いごいと、あ

林j.[iC -，いてみればち ii および必伐の総続放'1えの件のトt少で〉 た品;乙らえの j，!， )[IJ, Iご r卜t'[(y.':t .t L ば

2096 の滅 J なってししム ο しがって，ぷいおネ

るヨノ]このこ毛よ樹 J_ 関係によるものとιLゎ，fl_..~北存レ也ノJにおこび)ごめる刀"i，

Z3J〈 FffJ 土イli!oγ いより七/少ないもうけてもこの宇部にLfJト .10)] LjJ1Uの IJI:牧は，食

一λ えられる〉Jγ、
νノ

3 のめに伝らコごþJ- ~J; しくなし、 Mii\'1 jj'jについて J7みれば pTLEl'ぷ牧 í"'t.こえ;(.ァる点〉

どち!ぷ込りと :1ι 反しており，立についてはリIj らかに治大しておI[J 1，程度以汝よCDf%t中史

~r~ L~~ 'J/< ttえがなされた-;:J:l!!.l文材、j訟におl'<l っ fこれiμ し、 zb っプこ Lノ fこ，七、って，C) } 以.ぢ~，' "<"Cl土と減I1又

いては，好ましくないム以泣((j f~~~:~\ _'C:、;ち民、て)え[}， D~) fr~~}).;t [J~ t 二t poor condition とわLi: おれた〉し

えれい放牧竿0))�3 ~:iI t 1.、 1 "Vi!Uにわたって中!約交汝!おことのしめられと!二 fJÏ-'û被伎とも i i:lJ +Jl;とてん下山、

(j' 7;; ノj三したが) rlÎjlie, B の b) 参政投られたいド

, G. L 1. 1. 180) 1[ 1 沿之〆とのように. G. 1. 1. O. í' O とし，ぅ l' )れ iltitJILL、吹がf\ ~~~れ ζ

以牧〈三;まj土木れこむらないほと役A詑っくな) とくにヨ "10 の放牧体よiせが γ?ょーであった。 したが 3

で)えJ 記が|店、~2f されたけれども士の:fh~ n:t こ j墜し奴牧なさ三じた久平ほと b十 L，るお[合

どまっているく(_のような休ドの以Jふおよびや次対のノに仏、などからみじ 半、 fjL官もどは '1 ' !，l i 渋に.~エ

ブJ ラマ)の、 '1'，も秘主主;こし、没カ料品ら才l， ~ ，;，伝よ沼〈ぷごい，[U立 OJ ，0:X牧ごしiろ:; i-: i:: ( ζ ， 

ツの J1)(必も ;ù::'F-i~jl :J~: -~~~した Fll1~どにとどまゥていろが， ìúil町の波 1ぷ tt践は山吹 ì':<:i不良なここなどそJさえれ

:Jの;>]よそ;討議ミとレだれ1 午前以牧は) G, L L 〆二く[て 0， 8 ぐらいの "þ) ，ìJLf')カラ句、ツの 2

、0

/".:)c J主放牧が7l，"Lìj のように/うえ

G, L 1. ù, 8 O)#Jú ，ζ おし、てあ trlJ、 ~r' >- ー多~ .i' 一 人手
1~) '.、ら/'-人r，りはL; お(í) b) 主た， ti!次訴;設の設定については‘

l手、i.:の hy~tJ~i( -っし，てもおのめなさ会fl.(\せられたいいえの出ムヨ?、がj(， 裂でおり， さらに Fi;J

放牧さ持'fj(こ対する林木の反応日)

るコ点で，女平がはとむるのはつぎの 2 /，r'，l~ ，!.i~4~(.支むに

こえばj京公ι にはとの機好tIとユ予見1 との関係，らひとつ:ふネ本メ( 1:1 ト;バζ\!li! j る ζlとで?

切に U げる 1 iiil ミ tttO) ;多ノjノ、などがあげられ，またトヰ手ずの湯舟 :ζ 成長良心配分())~)( i'~r， t 

}2iS U ，! における校九字ゃんJ)j i交の j白秋口〉ノなどがノ)られ， このような林たり1)\詳し/)手 i河による/主化によ，う

て，ぇ会;ibによってごうむる斗ぷMc:)状泌ち災なった結 qG'~/Jとすことにはる。
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い玄ひとつは林ぷ出ことのごそ節((J災イlケごあって，たとえば怖ほの自然主主総i;q主主主f:からみれば。法的 ).... 
t'd-

夏季( 8 )J F1i]前後)がJE会{ヨをjj\すけれども，質問こは春季( 5 月、 7 }j) が.~:t良の状態をノトす。したが

-っ、， とのような買と の季節 lこぶる変化によって，体木 lこJ、i するμ[ι、が 33fよってくるのは当然のこと

である。しかし， t絞出;こいえば， このことは1&牧強度の問題と色なるわけで， ~tl支と;デ fW とは全く分i殺し

で考えることはノ久可能であるつ

YJ このように政牧二季節 (j ， J~~食校 rむの Jás 1.~-，)ともまた lc{J:fEE r}5L '~:4~ 0) ヰJf?に正よいてもあ裂な凶(となるのであ

るが， と討のように放牧強!立この関係を除外して， についての7仮設は;干、り践であるの

で含つぎに強!交ぞもとりいれて，与が例についてまとめてみるとと!とするつ

なお，牧不iYìT (とたIずる?村山二および次官のJメ DL\J;こ〆〉し=ても治じなけれ:よならないのであるが， ;f1llUt と

の関係にωついては，とく lζ ここでこりあげなければ7よらないよつな似葬な傾向はみられず，たfこ 1 主fLt::J!L

本類と多与二位《主主本恕の成長の政見;が，災守さそを ~i%:界とし℃交代するので，半期の放牧と政却の放牧;とので

は多少炎、なっ士 f件よ与の動向をÎ'j-( した日lが之;られたのみであるハまたヌ必;こたIする j又応としてはチ夏季放

牧が(l\，の季節よりも求 1哨体jf( _[ftが低L 、傾向がみられるが， くこの」と{土休

でを1'1佐ト;および安否 i三大すする反応については;おじないととと言るむ

( 1 ) 採食による波7f

A. 

ヤチダモのような jV溺.-性のい樹係を対象とし助命

ト十γ付íft され，ノ)iir.:!女司会;治問の全くみられなかったのまた政:汝jj2皮による採食のコントローノレも:二F i1f

?色で， 1[11針変汝牧のtLJf今はちらろん予経度放牧1こ立すいても 11; 脱出:$:とほ lま li'Jtfミの結果を:;-j\ した。しかいおJ

(i)1íえ jえについては予郎日のがみられ.とくに在汝扶(本役池ノ!iにおける 6n 1[11i]"-7 なト'fjJ)と， 1�"" 

状の*kS続放牧 (6fJLt-.-t白J"' lO)] 1[111])在行なった林必は不良でおり，よJ 枚:枚( 8 n LfiJ.-. 9 n J二千iJ)とおに

放牧( 9 月中台1".10n ]Jイリ)の I ， G� 

係己主ムド(今:.，'，まうが木表えに対する奴良:まうがメド数のよ本 J はやのニがないのであるが令術商Jl<Jlli:~こ

ついては、もこ放校およびお vT1<. o)紛糾sJi土えなそなった，1*J也が子、j込であったことについては?すで Jと放牧1j

!交に対するトネ本の反応のj兵においてもおべたが，採氏本 1;):10司程度であっても器不は給LfæやJむ校が柔軟なた

めに， 1!日 11)採食iTiがのさFl'ùよりも fFffl でおっここと，すよよび村、/にの成長(}) !~f.Î力J~- 渡期にかけて，同本

でfí主主されたこと 1とよるや1彩手引こよるものと巧えられる。ぎたおへノ秋の総与え!i~4i~IC ーコ v 、て (;r ， (.{<1文;羽 lüJが

ないために於牧rγ乙よって!まうがは間的 f%食されたためと考えられる。

したがって， I唆のがれ、4射殺を対惑ととした日九件、において 絞!!r.校法はもっともfé!: l!0tであるので

~il;~t0~比牧i'J~をとることにし， さらに車幻自主政においτ も 6'.-7)] の別立たÎJ~l納 Ji;tとし， 8 月以降は長!v;

-, 
rι〉。換とするような家お、の移民がのぞ主しいものと考えら

B. 円 l二 1--\，-1fiL H:-J lﾆ 0) rkú イ:、

;まじ ζ ， ミズナラ料l斗:~-9 る同月'jLt-:の欣牧の主切についてみれば，ぷ文字;おと恰1更の:元H;長がと派

く， もし汝牧リ11.1支が Ijll議}廷であるならば、十点f:t~~，ιは二〉秋〉到のh'iiなとなりも王子季;こ 1~) けゐ rR食ノネがも勺と

もく 11季[ま低かった。しかし手放牧始!弘がE:変の jl;lちにおいては季節 :iJの はとんど消えてし立し

シネ季節ともすとヌるお彩でJ菜食主れている。したが ~J -c 1 性次長についてみれば} r-fJhW 反政;~J:のなされ

ずこ 4ノドj滋で rs: i) , しかも 1λ放牧と豆放牧の林it[Jの樹高は，女宅，
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iH>"，メ~'I'↑司ピド 寸

禁じた H;)01，より七 !"'úJJ か~') -/こか p ねおよ これょに?もヲていた。活皮ぷえのよ手j杓 iとお

しミて 1<l:，各手自じと宅う対幻ヰj也、L して HI i ご低いが，川 1旬以)Iil!lらiJ立十 fJirW民幻交とJ，，'jねベ火行

、イ火 0) 江主絞放牧となり， rr: ih:\fl~(. ;i: f:ぇおともは伎に í~::-i Jノネ:であ"，が，亡コいてはとのよつなノピぷ

られたのしの LPL;ζ勺いては》が記 A においてもえ~れたっ しに 7]<'> づて， 1111 ~T+t q-.l {iII ()) i~M t!.ll ?i仏、j設とし

でも主牧の場合 ('ì.;f~'fÆ子村正G L~:符;何?と ーイ!:j-:);;:(i)ノ以牧およド、 f;!(の、続 ，ljk枚;こ、づいては問、，

寸 C， •こが必懇であると ;15 え i.'-，矢
什レ

つぎに ::J ナラぽつがねょに之、うお1 t'éはら交の;訪日町については，未公は 1 悼の予〈 5ij ト:1=0 '~/"7 i-J 

I {j)ﾌ j t て jブ!)， しかも牧めJSL と l士会以関係がえiか寸た。，7 のゆと;♂ついては， 1 勺トのみ

イ二というのは 'X九体f足どえの[I'!後 lと才、允)，そのためにネペ正予買はお!、，);1: 1"1 しておらず二 しかも {~i)J がおいた

めrλ:川、;} L ~まとの Q， ij料一援をお"j'るとんができ <:'とのりのjぷば平日 !こるfl!立でよわ

と土 ， :[J 伐tR ノ'1の与予の うが二炊で，九百三(:の時Y.F '~;j をおめたごとによるものとちえ

られJるむしかし、 ζぬれ主i):fiY~-C 1 、 ぶととはなイ，午こA もて、 lì l]織の

~;~， ;T( し 7こ ο しよ力、亡、 ~<jF 例のぷう iこ階ý}l;j' , I 1 {,!>Ul Hのはうが林全対安ととしと， 立r ド立v ス

放牧された同ノ く:，)c，

C. 主土行

カラマツ~}J ikHïド;こ初手ろ以「くしたとよ Jfr:yy:>;j1.lir l/? は，〆ヰくについては各手

立百i!日のさはみられな /J百円たカ~ ~ 日え牧のおつにはとくに、 iJi FLド日主主!と己主..)ナる 5 ノ LI イjYl0

!j 1[111]) の民役林 lltCl)以rt4、が) ~ ", jかった。とはえのころ;:lJ 、たって林)択の D;il~t-~~ :iþ:が不足いその

めにカラマツ 1)) 船主力:飼料としての idlj{は土'ためで 1 iUJ () 7..1"に桁 I こ !'ItH}~の丈がな F31 L た対応

よるものである。しかし，次氏!と ζ とはなく?ロ !ï(( 枚とほ:三、 1，川込(!)汚い"ij' .:J:'万三し?コ/)入

これはど仁会的jþj;j.q久性であ〉たため Jこ i子ぇりが/h さか.，こもの 'Ll ;jコれおのご())ょう;乙.

}/{牧えが皮であるかぎり，放牧不はおまり c~ なるとユはないか匂沢民 )ix tz: O)邸つにはi午

必干名j で， とくに 11;(1îkJ;文可幻ごは討がミ本一 i ノ案し，五年次!lIJI'，の決長ずる iV裂がある。

JjJ_Ci)ように? \l'RY'下引かともなうい;合理ぷ

;2,,1 ì引ごついてほ放牧率的による ijjミメ、J，:はみレコれず， ら秋子jζいよーる )もたスず採食会オL

ù; ， 以三K与えるよ三慢については布の政牧と ， ;{f から秋 J'"ごの;店主，:bJj文fえがち(とも五符ごと句会え

乃。 i;;'.:R; 祖乙(/) つだ件の以外川JHTrをメ).:: '.， 1ニ必jf7i土~ -j&ふ之によって夜ねなコン入口 ，..__.Jν~4

Z) とはノ、 11}[i包どある。っさに好 [Jdl{\J:レジコいては勾JTJ !j;C)ル五牧口ヘパとはがド仏、主I1J~í与 ι?

の Jお í 了仁ちょ):))文牧(: :1:(ヘのカリιぅヘキミミ く寸るょっ(:' ~ ごのが3 リミルメ l引とも泌怖を

l子えているじ [ノプハし， i土手りの く，伝イとも特!、 t c}) 同点叱"
ノじ

ぷうになりふ、の状Ül~(土 11;1，日渋!こす 1 紙、f， j戊牧のおイ?には放牧手引♂ついてのはあま

1) ち:、らわないい?カラマヴヘ大、Jf~ごとした };Jr71f iふ Cf:;およ ふ し引を l治!立にhY，設け ことが必11.'で

レヴ

ゲJ 仁j っ

(2 ) rι: ィー:!- ) � ，-、 1，--+
ヲ"示、'} ') _j り

A, 主 i、:モ出;[，[i O) .rお/、?

よろ政llF

カァブツカと kJ ずる I! ;J I! 勾 ω11校 ι

く、両I~}t/~以!土もつ ιむお山、た r

よれば，会乎郊の、波えの林，\~:，O)波 J? キ:はもっ lと f)

L '，:ζ にうな(ゴHiリ:土文'幻(t1 .l~，r C))し、 ir\!v t-二，ウ Aかす、らす p ヤ

、、}
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t11 Y:ゑの ïJ{J i}会 j主:とも何様、であった r とのととは，森本( 6 ノヨド 1l] c，~ 7 月下旬〉においてはカラ?ツの樹幹や

側伎は柔軟であり，ひずめや体験による踏圧ゃなすりつ切などの?台湾:(，と対して，折 J誌やはく Iぷしやすい状

怒にあるものと推祭 ;:;11 ， 1'X本( 9 n r.þ{コJ ，~cl0n とも1]) iとなれば給計 lと ii~fiニしているために，被守本が低

いものと考えられる。しかし，被安本と樹 Î~~}Î成長とのど!l:1係{土顕彰でなく，放牧2季節による樹 1;:王者はほとん

どみられ lJ. ;b--:. ゥ fこっ

刀、 i二のように，機械;九!な的庄ゃなすりつけなどによる傷容については， 乙れのプ在/Lの t'iU交を左コイィするも

のはもちろん放牧磁皮であるけれども，欣牧季節と休みーの!炎上乏状態も鈍視することはできず，一般に0:1~8t

Xi, ~j~のとTìi く，泰子主欲牧および亦，~Cえの縦続文;l';!~については7Ll訟を必要とする。なお，本 fJf

アょにおいては切らかにできなかったが， :(:下手 kk牧l立林キ;のJ忠利下::ごも!去、 :Wi，~?)!~ えと 1j・え p 仲良しはじめた新校

をむmJîするおそれが多いといわれているつ

lV 摘 襲

1. 研究設計と実行経過

1) 研究の総てLT

本研究のIIJL立

ず森林の更新法と (1)金 l三年制〈カラマツ〉渋柿と肉JfJIto欣"!)l:， @{D[ 謀総 (j) ラマツ〕

可制[と事ffi~f- )j文牧，〈む広葉樹〈ミズゴラ〉ほうがï)i Á8; ,1:: !勾 HJ'i:c民牧， (⑤ U~菜料(ヤチ夕、、モ〉ほうがおむ;と!バ

m!;c)iz牧，③!式法紛(コナァ)ぼう 7)~立:析と縮'j'ê放牧の 5 試験地を;設定したりついで，とれ

についてはjjkWX: ;;IT(皮と放牧予防の 2 素材をとりあん九段tÿ:i~，:主役;は終

へc:();の全ぞfの 4 本と1.....'1 とれらを組み介わせて 8hり決牧 l豆を;支店し， とれに祭牧民を加えて 9 !ViC iべによっ

で Hk牧:~AffI支をな--)た。

試験地の概iJc

，③ (i~，!tJLj送海I!路来方で， ,(iJIt,iii}. 

ii'lキL1G't ílf郊外で， 島県阿武限IJI[IIでそれぞれ災行した。 ζ才しら会試降、地については，0)(ま了カマツ

天然!t材、の伐採跡地 iこカラマツ-:t::t][UJ{し，②ばダケカンパの 2 次H、を伐採してカラマツ;J:- ，:trt1決し，③はミ

ズづラ!:j\を J q)(.主ヤチダモ!牛告と， (5)(士コすラ林をそ tlぞれ{文持して次験長(を設'どしずとの

実行経過

1952' ， 56 ノ'~r の 5 年 W]1こわたっ いての試5全を開始 L (，{ふ ~JÏAiJHセ No蛤 173 !首 'Vj')) ついで 1956

"，60 年にわたり③と CUll No. 139 校行)， (4) (11ヲト\fo. 148 l，:r'iヰ)について日時、?fに実fj し g ;:; i::) V: 1957" 61 

';Fの IHJ に， l~)について {rij No.172 Wf封入 19fi2 "~65 +1' tつ土色について (ifiJ No. 212 科目; )実行 Gt，こもの

である。

<, 
M 総 ;芸 ちゐ

E照

1) 放牧~[tiI江の ~t~-!J ~(.t 

5義

すでに述べたように~ ~lji qな役立i におけろ放牧強度i<t T目度以牧と経皮紋牧の 2 :fiJ1郊としたが，サ:際の!氏牧

Fにはかならずしも t!][j交と Ln皮で広されていない。したがって，…たの腕撚そ設けて放牧民のTJl度合女iIろう

とし， }/{牧強!支指数 (G. L 1.)によって令試験の昨l沫そ った(l lJ ，ιG. 1. 1.と;士 (1 cow day f:,! 

(1 f;;u料〆 c()w dayJ をも「て〔放訂守、× i@_!_l河l l! r: 千つぜー除したむジコ
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A
川z
v

第 fì m (Jl，イ市民1/lÆ~:~~<村、経常(三瀕する主主計泣守!日円二

で，乙のパ L 2 L.Lí のと会(主将皮段牧， 1. 2へ 0， 8 のときは Iflii1f度版Wc 0.8 HT のとき iむよl 佼!没牧と

し，'-~(:- 0立応i主 'I~FJ~ でうよ f てぷとふちL討す ~'(rl(:; Ct> 記，)uf) 紛 (.tr，，~ G. 1. I. た。らのよ

(イ).J.(芯ま“主 lÌ[)蹕 f_ 1-1 !Hf 10~で :yyti がた、されているつ

h土校友識によ~"'I íごうたれ、木 ν2) 

伎の欠如，および許)[ゃなすりつけ;こぶる伎の jií 抗村、イ亡のう f.- 子 (1 1

はみりて、どは "などであるが， )じ l主総ほうが林そ対象」レてはすべて係会 Fこよるもので y

られなか、た F 針葉樹人 r_++~において !vi ，繍吉市立えのヤばとかぎられ人 j rVl 吹牧では的rr と q寸

(77，採決i効二!さもチtif ず 5 おそ才υが~ /)~\りに放牧必l主が相 Iこ i:E.f;0~のt1.A-('ì
lイ仁川'.' .-̂" -，~ 

日 U)"h 〆、一、
r__l".'_/ 、、ャ

;).コによ

Jよ、 J') 亡 j浅5紋lじ得「

も υの〕広年終tγ' ， 1咋?j木;汗 [しノ

;立すべvて川、とした刀、その支"j がある

うんのの，'j がi;Zú ，:\;才 J1 、 T/..-j-ぷどうが、んと本と

て }Iえ v二i /., 

;;t 牧冶 iむと土Jずお付ぷ， :ll(<L , '~-::、んの日"日j

、
h

ノ

，
、S
Af

 
lí;正常収"叱ワパイノ\
い以 rx.v._)jγ 'j iA. 

('チゲモはずこぶる河本で長I計千刊日{\!:CJ) ヤヰ夕、モほうが叫に， G. 1. 1. 1. 39 の渓!51 で必:とえされ允カ~} 

とくに;伝子:および fi十大子二の 11*お\~ }j立牧，:: Iム不itlりjミされたわしたがづてね tとキメム与え，

くくに J下手においてはj忍 iiJ]j治r，}!t，なの 1/2 f; であったら lj l:!，λ 一〉て，総長会派牧f)~{~: とることが必裂で，

川:jノ!兆円 :1山マ牧 1 好会しし 3 ゴンデシヲン式市以内力fのぞ 3、しいコなお， υ)!I.fTi立川、あ

し?二ミa

Fì. 符 i良牧0)1訪

がはi(， G. L 1. O. ヲ4. (J) 1:"1-1 ntf ，i~~で )jYごなされたが， j主食斗くはずで- /_，去る!t:î，t!~て [!Iéお {\l. (7) γ チタ...:.E- (山ー
ノ1

 

'
ず

i'[jjうちっ犬。社ミ(土IU] らかに;ふ彩叫とうけヲ 'j曻 ;~[:: I限度放牧よりモイl;~~ ~、山;:):rノミい とく

したがって Ij'"じればUiÍ'1文に l~f:，じた欣!枚方;よそとら ;jl.，_;}{ま長えt)~[J~}?牧のね U3 のこすぎなかっ

ぺらない、なお〉放牧丘〉プとぼや杉山ムロコ滋康状fぷについてはとくにじはなかずったりしたがって，本総主主

このような Ilriiilム性 !"J佼約j、([:からは G‘1. L 1.0 l'oY(f'v; Frι し，立牧ブj'-u、(~~ -~)し、亡内す"_.)どと h~~

r:F~;: ，与Hru: iA，ょ波枚休では渓と与えられる、J

l湾立子 ilr[ ，(\'ï肉のミ;:.<ナラうがい、:こ， G. L L 1. 12 の ι!'!)fi交で i;'CI'へ心~~ f~1十こ場介 lこし J完t:ti. ;t 1 ,q 

うがに I ドし i: "しかし，こ ω 皮のrr-CtではねコJ!!足J~~~こ千そ与え-.~.r > t.~> L 人民牧予防;こょっで

は:出 '1文 H:Jlfl たりも庁、 iJ:: 1.ハ秋ドやぷ子'1/(牧がとれにお?にこ rていた。ふ:]1\ ゴf ;:':~'-' :;{;しす

b) 

イぜlぷ Ik慾も終i;hJJ以下 fよ 1 ンデションでさJ，1.7ご

カラヴツト人 L;f 1、に G. L 1. (1, 87 O)'l'f;ff)交で枚以された込;行、にはもカラマツの初日が 7(} ，.じ)

110 仁 rn の 11 '.f Ilfl がぶか、子こが， 月.t?;:?~F(;ごしてみればザ.!:;_'れに低キくとあ勺ナ」 07こだ体(! Jぜ ;71の

4 イ Fi!\J のぷ;牧によど，!，p也::è肢のねJliF 釈は 7;ó にとどまハ!:::，、倒誌については禁牧同

ほほf;，JF'::、であて!/ごっ伎は 'j二の苅?守;土で，事 I\tLW)jt t) Ji:主:立:であ勺 fこ c なお，中注予~U r~~， j) _¥ ~ !J ))f'f r!)~ 

~m 仔であ(だが，

よ ll!

の J~~}.(ì iこは，ミなよ主j J らはとのだ J'ごより， 10〆 12 付、会で泌牧ハ人としておふることが IJ

J一段ヤ!院の i話よ?

と 1" 7.'られる九

C. 
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2->4 f告カラマツ幼人仁M、;乙 G. 1 L 0.53 の重度で放牧 3れた場合には，

4 年間の放牧長行なっ fニ林Ìlll全岐についてみれば，被1ガ涼 J2約 20% と伝のJ波容-~f'{ となった。すなわ b ，

り，危険性の ;fjいことそアTくしている。したがって， M九次長にもお守の怒彰与を与え， Jj't 41x:休地の 80形

さらに植生のつンデシlヨ増{本議決は支の:平:廷にす tl~r 噌にあたヮているつ放4女身、の!t i'守もふるわず，

って，議 ltの放牧は材、木と ICI]，I~f(とき交Tf'ごと J円(1二ョジそ不良にし，牧JrtJニ好立しくない撚移を示した。

しくない給取をもたらした。についても問題がおり，

格好十tr争伎のミズナラ lまうが林l乙 G. L 1. 0.27 という起草、l愛で jik牧されたlRZf1} には，若手林市h\
1
ノ

}
 

'va 

とも 100形に近い採:金本となり，被害主将は 700与"と近く，死株の発生率は 2596 をぶし7JJ n したがって，

fご牧林，i:tt，の約印%のにJiJiにとど支ったっとくに筏~秋季の総続放:肢と存ふは

日増体設主Lはr{J)お皮汝牧の ;:;0% 正j にとどまり，また泊生記〉牧が不良であった。放牧守二の発育も不良で，

も不良で好ましくないコンデションへと推移しに。 したがって，格自f+<!: バペ{立の t1tlHt-éであゥでふfT\

度:の}/;:枚 i立件A、，家 rt~1 丹九年のいずれにも不良な品それrf くのでさげねばねらない。

rriw'f~の放牧(2) 

A. )10: nえ )XÝ: t'x:の ~i~ifì

コプラほうが林 lと， G. 1. L 1. 66 の守系皮で放牧された場!??には， 15 うがの奴食ば 1 "tυLの

1?f手 lζl~H られていた。したがって?料、去に;{'fする J~~fれま糸くみられず，禁牧 ìH、j:むと[可てうの成長を子F し

た。放4':<二十の発干すは F!日間で 2ó り， ;hí'f生の行自移 {ζっし、ても Ji5~牧によるかく?らはみられなか

B. 

コナラ lf うが件に(工 L L 0.88 c) ιIrriñ 1支で紋吹された場合には} 1')íSa己犠niì'!.ム ~C>CのらJf7 とほぼ

li'1様の採食状況を示し-:~ たほうがの成iミについてーも立であったの欣牧羊のうti'H) 4妥 Jえと|可総で， 11([1'1:: 

却下主についても t'，'T'維本主nùi減ノ少した程度、で，ほほ桜!支と líi]傾向を示した。したがっ-[)格好伎のコ

ナラなどの槻 'fiH 衣'犬、tgミとしたMi4ミω丹主?に+t、ば， G. L 1.が 0.8 内タトであっても;主的がないものと〆考えられ

る。

カラマツ )J}的人 C，;t.みにじ.1. L 1 幽 18 0) γ 皮で放牧された殴{:}l-C?ふカラマツは保食された
、
a
J
'

L
U
 

lこ対「る Jどけれども主主将本はきわめて低心し士が勺

これらを示した。ただ， :hx牧.:'('.の移動 ;m:Æ は比絞((J í支くヲイ:0/[設などのよ立に柴 '11 し，

lこは立が必!lJ!である l Jjえ牧羊はlill'j ，r誌にイ:'jy~!t し ， H!V!: も巡u-なコンデi~主力;411 、可に I'i:[j くなるため，

ションでネ[{~1:~; された υ

C. 

カラマツ幼対人工林に G. I. L 0.70 の軍;皮で放牧された :If3 {ì ì.とは，カラマツの被:古は!日J;記 ijr日〉

このことは休r;\;:のが!料草夜:ilf.. ぼrI'立の場合の数倍に速するお〆卒、となり，とくに秋季放牧が脳変であったが，

ぷ影鮮は枯死し9 カラマツAEJ葉 iと:げする料 l二しての佼仔OC;;t' ï-DJめたものであるつしr か

さほど大きくはく， ff;牧材、;也と比佼して1:'r' T'劣る総!交にとどまった。汝牧ヰJの発育(ふ仁p-nn-皮の:羽子?とほ

(， ~t問機であったがp 地;ト、の健「経l交はず('1 京

G. L 1. 0‘ Eト1. 0 を H 符i とすることがのぞましいと巧える。

放牧季節 lと対する Jい木の反応

A‘採:食による
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乱) 噌t子恨の r~，Tいヤチ夕、日をほうが休にノりする ~sHJllゐ牧J.)場ぞには， Jj{牧手五百問による;足立本のう宇

はみられず，王子~秋季をとおしておrギ受ノメし，また Hx:牧 iXi~I~~によるコントロー jレも不可純であったc しか

し，氏tーと(ごついて l上どがみられ，ゐイユJJ文放と:司、~秋子ーの継続放牧が ;.Flミ fd. ~:;~i:;ド，をもたらした、

b) 11三好灯、r:j_'_J伎の ζ ズナ引まうが林 iご対する!九月]/t:"t~!;:えの:!:J;J ÙIとは) q".l Ji�-:: ß't:放 :~Ý の主 ;f干;こは採食.~i;く

はみ'>Æノた〉ぷの IIJ([f立となるが， JE: J){ }l~ ~l女:Fにおいては季節 [iりの立が;I\j えてし も (üヰを /Jミす。そして樹

i \:-~j' ，I-~記長ば II1J強度とも秋〉瓦〉み千~私;の総統J!\{ !~)( 0) Jiii't N!. となり， rlJ Ftf 1えの秋とよ:Uíc S'j: {íJ完投:+t対11，よりも

:1ちい花を)j、したの

n司じく il替好 'r'(:l ド {iJ のコナラほうが体!こ対するお前半放牧のよ込介ては， tl': ßtは 1 5f/[ の存;李;とかさられてし s

fこが， ζ れはほうかが秋切で障害仔lこ治した乙とにもよるであろうが，森林伐係後のためF"fjiに乏しく予

約来((J ~こは京I支汝とがな 3 れたことにもよる。な t-~，、;;1)立長と放牧手~ 1あとの関係はみられなかったn

B. r自 fE~ なすりつ ('_-.r (，ご k る彼 I与のj 見 11、

カァマツ人 1..林;と対ず/ふ[対 JH午政J伐の N;}{九七JJJ 

林おI~の子十:がも J ともく， f火政牧;ま {J玉か〈た。すなオJ お主将司~'D!ij伎の秋弱な手は被;E?をう Hやす

いものこみられるが， fit ぷキ江戸紛 ι'iJJt l-え去の:対係は泌誌ではなく， したがって於牧J32;17KJ、る村首位 ~1 授はほ

とんどみら才しなかった。
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Studi号車骨n Mana広告ment of }'or邑邑t Grazing (Report 6) 

G岳民eral disc日SSÍOl1 indudiug the Report 1 1:0 5 

Yôlchirる INOUE (1) and Tsun己o KAM1NAGA(2) 

Summary 

This paper deals wIth ¥ﾍ1e effect of the grazlng int記nsity 且nd tlw gr乱zìng 8.己asoIl on the 

gnnvth of f:orest trees, the condition of vegetatioI1, anQ the deγelopm巴nt of ljv巴stock in the 

for巴st of young growth used for grazing. The following fiv日 k:inds of examinations wer忠

start巴d in 1952 : (1) grazing b記巴 f cattle 匤 the for巴~，t of Larix lejりtolejうis GORDONj (2) grazing beef 

cattle in the fOf告は of CJuercus criゆula BL , (3) grazing beef cattle in the forest of Frax�us 

mandshufすca RUPR., (4) graz1ng sheep 絜 the forest of Lal'� IψlO{Bpis ， (5) grazing Ûl邸主p � th記

for乃st of Queγ問s serrata 寸前四

すhe nうsu1t日 of ev己ry examinatioll have been publ﨎hed in the report 己ntitleζ1 "Studies on 

man乱gernent of forε8t gr2.zing" I..-V and, after puttillg the results of thεfìve examinatiolls 

togeth色町 thi8 paper i8 writt巴n on the grazing �tensity and rhe grazing season. 

1. Distinction of grazillg 匤tensity 

']_"'he grazing intensity 'N乱s graded illtO three degrees, l�ht grazíng, mod色rate grazing 

and heavy gr8zing，乳ccording to the graz絜g cond咜卲n. The thre忠仁kgr己色s oﾍ the gr品zing

lntensity were shown by lndexes, that is, grazing intensity index (G. 1. 1.). The G. 1. 1. was 

obtained by divicling “ grazing are乱 x for8g日 yield X proper Iise fador" by “ feed per cow day 

X 811 the cow daysぺ T11日 grazing inιensíty was regarded 乱s light grazing wh己n the G. L L 

was.over 1.2, moderate graz�g when the G. L 1. was from 0.8 1:0 1.2 and h日avy gτ旦zing when 

th邑 G. 1. 1. was below o. 8. 

2. Cattle d乱立lage to forest trees 

The forεs1: tre巴s wefe damaged by browsiIJg, trampling and rubbi.ng of cattle. Th日 broad叩

leaved sprout forεsts wer忠 dam乱ged by browsing, the con禛eroIis young stands were damag巴d

by trampl絜g and 1"ubhing by beef cattle, alld, browsﾍng by sheep. 

3, E子f巴ct of gr乱zing 匤tensity on forest tr己色， V記getation and livestock 

(1.) Grazing beef cattle 

A. Trampling alld rubbing damagf、 by beef cattle 

I 了1 the cas日 of the 立lOd己主呂t巴 gr乳zing at G. I. l. of 0、 87 in the -[or色3t of young gτow 1:h of 

Larix teþloleþis, the b巴ef caule cau日ed consid巴主主ble damag巴 to t11己 young growth 70 to 110 cm 

hígh町 'I、hεdarn_aged tr巴日日 were, howevcr, merely seven per cent of the whole for four years 

of grazing. The grazillg therefore had no damaging effect on t11e height growth of Larix 

le�torepis. Th邑 cattl己 showed a 81:思ady growth al1d the vegetatiOl1 w且s in good cond咜ioll. 

In t11c case of the heavy graz'ng at G‘1. L of O. 53. how巳γ色r ， th巴 be思f cattl巴 causcd rnuch 

daγnage to t11e trees. T守1e damaged tr記es were twcnty per cent and about three t.ﾎmes lllore 

than t110se i n (:11εrnoderat巴 grazing. The grazing thereﾍ(.lre had a harmful 邑ffect on the 

height growth of 1:ho tree.s also‘ The tr日εheight was eighty pcr c巴nt of that of the non~ 

gず邑 zing Jorest. Th巴 cattle were undergrown and t11e dairy g丘in vvas only 11丘1f th己 amount 

Recei ved March 27. 1973 

(1) Forest Ma:lagement Divisio立 (2) Tohoku Bra!1ch Station 
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of tha t (¥f !:hヨ lllod己τate 詰raúng， The vegetatiot1 31so w乳s in poor condition , '[、hus the heavy 

g1'a佖g showed an llnd巴si1'乱ble trがld ， COllSεquently， it lS nec己ss呂ry I:or grazing b巴e1 cattle 

.� a con凬erous ¥vood to k問p the graz匤g intens羡y IIp to thとふ L 1. of 0, 8 to 1. 0, 

B. Brows匤g d託 rnagεhy heef cattl巳

乳) Cra.zin尽i.n the sprout :fo1'e8t of ]Jighly pa!乱table spec福s l.i ke fi干axinu$ ma向dshurica

t.he heef cattle did rnuch brows匤g d昌TIl乱ge to th巴 fo1'est in spite ()f the light gra:�ng at 

G, 1. L of 1. 39 , The grazlng h札d a harmJul cffcct Ol) tl1日 heìght growth of the trces. 

EspEc�lly in the foτcst .wh ，ゐ re spr�g gra_zj 任g 舅d continnous g"Y社zing~' frorn spring to f註11 \ver日

done, th己 tr巴e .h εîght d冝 no1: com巴 up to half the height of the noo 巴gr.azing fores仁 rll臼

cιtt1e ， howev日1"， ¥vcre "¥ve11 grovvn 乳nd the vegetal:lon was in fair condition , G, 1. L redwごed

by 0, 94, cattle':" brow日iug car.lS巴d ，さそうτiou~s damage on the forest and arτ記号ted the height gr明vth

(Jf the tr己記s ， The 1:n"己 .heIgh.t oﾍ 1:h('. forest ¥¥/ here contin,lj,ous graz.ﾌD.g \v品目 done 'was 0111y 

1:hirLy per cent of that o! the n口口ザgrazlng fore引 1、he cattle, how巴ver， mιidc a nornl品1 growth 

aηd tlw vegeL;.tio;) rennlﾎned 匤 good cOüd.ítioJJ, Con:犯(111erltly! grazing cattle b記ing done in 

1:he sprout foγむゐt of .hig.hJ.y paln�;_ble species con.sîdere,({ f:COH1. th己 v冾wpoi.nt of fore:ヨt mJ.I!乱ge

rncnt , G, I. L abov日 LOar叱1 ro t.aüon,:ll' grazing In(~thod shonld be r巴quired， Espec僘lly in sprìng , 

short. rotationa.l grazing :cnet.hod should b己 aψ)pted.

b) Grazing at G, L L of L 12 in the sprout forest of moderately p日 latable spedes lìk日

(Juercl!s Cパゆだi仏 the be巴fcどitUe did bn:r'i.vsing d~U11乱ge to one ye丘r seecUings on1yヘ No 

da立lage. tb.erefore) ¥vas done to the hcighL gro-¥vth and] in thc forcst 'wher在日pring' or fall 

graZl1J出 \vas done, th_e tre巴 heìghl: was r乱theγhlgher t.han that of forest , 

'rh己 czttUe ì.u:;'ld合 a normal gr()'wt:h aud the vとg己tation r台mained in good cOl1clitiotl. ln the 

ex t: r乳 hcavy gr:s zing 日γ C;， 1.仁)J 0, 29, however, th~ caU:1e didηluch bro¥v゚ing darnage to th:.:; 

"pτouts of from O!l日 10 10tH内 :VÆ-:立r seed1ings rcspecti'vel;/'. -~rhe brc)¥vsing dam.agc "¥vas put at 

8e'v't~nty p日r cent 品nd !:he dcad 3tn口lp at twentŷfive p己r cení 時 Thc trec he�ht \\日 S 0111γ 

�.ty pe:r ccn1: 0:E that o:f the noγl-grazing fore.st. T、hc catUE、 W己l'0 underdび'leloped 日nd th日

ch�y gain was on1y fifty per cent of that � the mβder旦te graziD.g. 'T ,he veg2.tatﾏon a:lso 

élSSU111Cdλpむcr cuIiditiot1CUTisccj11巴ntlY1 it i3 necessaTy for g:raz-�g cat Llと in th合 forest of 

even rnoden:�ly palatどlbl色 ~3De.ci色ぉ to k巴ep the gγazing _1 nt 日nsíty IIp to the moderate g工日 zing

ば ι; ， L L of ü, 8 to L 仏 T'he heavy gra.z.ing should 1xぅ pr己vented 乱lso ， considcred f:r0111 t.he 

vi巳 wpoi:rlt of silvic 1J ltnre~ gT品%1 日立 caU.lt". an� graz�g 仁社padty，

(2) (子L-l Zl， ng sh(~cp 

I~ro\vsing' Vl~~.S t.he only dal'nagc shcep ca1.Jsed 1'0 the :forest trees. ".rheτe ¥¥1 as 珵.ei ther 

trarnp1ing nor rubhi.ng d品m乱ge don.0 by 日he(うp ，

a) ln th担 1ncd(~rate grazìng 品t G , J. 1. (if L 18 � the fürで5t ()f young growth ぱ Laγ似

たþtoleþis ， she日p's br仰vsing did II工tje damage to Larix le戸toieþis ancl h丘d IlG号、ffect on the height 

growth o� the 1:1'c(>:,;, 'T'he sh巴ep show巴d a sしニ'，ady εro\んth a.nd 1:11e vegetatlon W;lS in fair 

concEtíり11. Tn thc hea'lv 品作lzíng o.t C~. L 1. of 0.70 , howeveじ the es:t日nt of bro'¥'vs.ing da I.lJ.Etf._;e 

was~ ('_.Sj.x;,CÎally in the fa.lJ.~ ma:ny tintes great.er tharl that i:n rnoderat日 g:razing ， Evcn so] the 

dam_ag巴 h礼d l�t1e effcct OYl the grが可 th of the trees, s() that the tr吃e height W駟S only 

slighUγiníξげior i:o that o:f th日 ll()日会grazí.ng f()re~，L The sheep made 乱立ζìrmal growth, 1m七七he
vegetat.1onal condマl.1 nn 'W乳S sOTn('¥vhat \VOτsc ， COH゚cqncntly) it.1S dcsired. th:::d: thc G-. 1. 1. :for 

g:razin.g shecp be frorn 0, 8 to 1. 0、i\ s é;heεp ca use grea. t clarn日ge to th日 t :rees by the grazing 

f乱ci1.ìtics ev巴n in th(c' moder乱te grazing, Tn¥lch c丘rtisnecessavy insdlting up fぉ;i1iti 日 s for 
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grazmg. 

b) 奇，l{hen sheep grazed in the light grazing at G‘ L 1. of 1. 66 in the sprou t for巴st of 

moderat己ly palatable specles lik巴 Quercus serrata, 110 damage occurred to the growth of 

trees, d己velopment of 8h巴巴p and conditioll of vegetation. In tho l110dcrate grazing at G. L I. 

of 0.88, th巴巴xperiロ1ent8 gav巴 the same t巴sults a8 those of th巴 light grazing. ConsEquently , 

it may safely be 8aid that th忠 G. 1. 1. for sheep grazing in tho for巴8t of Quercus serrata is 

about 0.8. 

4. Effect of grazing season on for08t tre邑$

(1) Browsing damagc 

When beef catτle grazed in the forest of highly pal乱table species, there was little difference 

in browsing damag日乱t every grazing 8eaS011 alld l11uch damage was done at all graz�g 

seasons. Spring grazing and contilluouS grazing from spring 1:0 fall did the m08t damage to 

the height growth of th己t.r白色S.

In the moderate grazing of beef cattle in the for巴ちt of moderately palatable 8pecîe8, grazinε 

sea80ns arrallg巴d ln o1'der of browsing 匤tensity were spríng, fall, summer, while in th白 havey

grazing, brow8ing �tens�y was height日ned at a1! grazing seasons. Grazing seasons arranged 

in ord巴r of he�ht growth were fall, summer, spríng, from spring to fal1 for continuou8 graz匤g 
both 匤 the moderate gr乱zing 乱訂正i in the heavy one. The1'e W駘S no díff日rence in sheep's taste 

PI 巴fer日nce for cornmOIl tree sp記ci.es 旦t a11 grazillg seaSOIlS. 

(2) Tr丘111pHng and rubbing damage 

Grazing in th巴 forest of young growth of Larix leptote戸ìs ， beef cattle did 111uch trampling 

乱nd rubbing dam且ge 1.0 the young .growth in spring grazing, but did not do 80 much damage 
ill fall gr乱zing both in the moderate grazing and in the 11ヒavy one. 1t seems that the 紅白11

and branch of young tre巴 are 80fter in spring, henc巴 they a1'e apt to be damaged by cattle 

trampHng and rubbing. The r巴l乱tion between damage and tree he刕ht was not clear ; however, 

ther思 was in fact little difference ﾍll tree h巴ight through the grazing s位asol1s.


